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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、第６期の障がい者福祉計画(計画期間:令和３～５年度)を策定するにあたり、障害者

手帳を所持する方の生活状況や考えを伺うことで、障がい者の意識や生活実態、福祉サービスの

課題を的確に把握し、計画策定の基礎資料を得ることを目的として実施したものです。 
 

２ 調査対象 

生駒市在住の障害者手帳所持者（令和２年３月 31日現在で 65歳未満の方）から無作為抽出 
 

３ 調査期間 

令和２年７月８日から７月 24日 
 

４ 調査方法 

①郵送による配布・回収 

②インターネットを利用したWEBサイトからの回答 
 

５ 回収状況 

 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

障害者手帳所持者 1,500通 

852通 

※うちインターネットによる 

  回答  156通 

56.8％ 

 身体障害者手帳所持者 690通 404通  

 療育手帳所持者 405通 282通  

 
精神障害者保健福祉 
手帳所持者 

405通 237通  

 手帳名不明 － 7通  

※78名が手帳を重複所持しているため、各手帳所持者の数と合計数は一致しません。 
 

《障がいの種別（年代別）の回答者数》 

 回答者数 

身体・子ども ：「身体障害者手帳」をお持ちの 18歳以下の人 41人 

身体（重度） ：「身体障害者手帳」をお持ちの 19歳以上で１級・２級の人 163人 

身体（軽度） ：「身体障害者手帳」をお持ちの 19歳以上で３～６級の人 175人 

知的・子ども ：「療育手帳」をお持ちの 18歳以下の人 99人 

知的・大人 ：「療育手帳」をお持ちの 19歳以上の人 180人 

精神障がい ：「精神障害者保健福祉手帳」をお持ちの人 237人 

分析に当たっては、障がいの種別ごとに「子ども（18歳以下）」と「大人（19歳以上）」、「重度

（１級・２級）」「軽度（３～６級）」などを区分し『障がいの種別（年代別）』として整理してい

ます。  
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６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で 

網かけをしています。（無回答を除く） 

 

 

７ 標本誤差について 

今回のように全体(母集団)から一部を抽出して行う標本調査では、全体を対象に行った調査に

比べて調査結果に差が生じることがあります。抽出による結果の誤差は、以下の計算式によって

算出されます。（信頼度 95％） 

 

 

 

 

 

 

 

標本数と回答の比率ごとに誤差を整理したものが以下の表となります。例えば、ある設問の回

答者数（ｎ）が 852人であり、その設問中の選択肢の回答比率（Ｐ）が 30％であった場合、そ

の回答比率の誤差は±2.8％となり、27.2％～32.8％の範囲にあると考えられます。 

 

 

 

 

10%または 

90%前後 

20%または 

80%前後 

30%または 

70%前後 

40%または 

60%前後 
50%前後 

1,500 人 ±1.30％ ±1.73％ ±1.98％ ±2.12％ ±2.16％ 

1,000 人 ±1.68％ ±2.25％ ±2.57％ ±2.75％ ±2.81％ 

852 人 ±1.85％ ±2.47％ ±2.83％ ±3.03％ ±3.09％ 

500 人 ±2.51％ ±3.35％ ±3.83％ ±4.10％ ±4.18％ 

100 人 ±5.83％ ±7.77％ ±8.90％ ±9.52％ ±9.71％ 

 

標本誤差＝±1.96 

Ｎ－ｎ Ｐ（1－Ｐ） 

ｎ Ｎ－１ 

× 

Ｎ＝母集団数（障害者手帳所持者数）、ｎ＝回答者数、Ｐ＝回答比率(０≦Ｐ≦１) 

回答比率(P) 

回答者数(n) 
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Ⅱ 調査結果 

１ 回答者属性 

〇このアンケートは、どなたが記入されますか。（○は 1 つだけ） 

「ご本人が回答」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「ご本人の意思確認がむずかしいため、

本人の意思をくみ取って家族（支援者）が回答」の割合が 22.3％、「ご本人の意思に従い家族（支

援者）が代筆」の割合が 17.6％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１．あなたの性別をお答えください。（○は 1 つだけ） 

「男性」の割合が 57.2％と最も高く、次いで「女性」の割合が 41.2％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 29年度調査には、「その他」「回答しない」の選択肢はありませんでした。 

  

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

55.0

53.8

17.6

17.8

22.3

19.9

5.0

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ご本人が回答

ご本人の意思に従い家族（支援者）が代筆

ご本人の意思確認がむずかしいため、本人の意思をくみ取って家族（支援者）が回答

無回答

男性 女性 その他 回答しない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

57.2

56.5

41.2

42.8

0.1

0.5
1.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問２．あなたの年齢はおいくつですか。令和２年４月１日現在の年齢でお答えくださ

い。（○は 1 つだけ） 

「40～49歳」の割合が 21.1％と最も高く、次いで「50～59歳」の割合が 20.2％、「60歳

以上」の割合が 16.5％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３．お持ちの障害者手帳の種類すべてと手帳に書かれている障がいの程度に○をつけ

てください。（あてはまるものすべてに○） 

「身体障害者手帳」の割合が 47.4％と最も高く、次いで「療育手帳」の割合が 33.1％、「精

神障害者保健福祉手帳」の割合が 27.8％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

2.7

1.5

6.5

6.0

3.6

3.6

2.8

3.5

11.7

10.5

13.6

14.7

21.1

22.5

20.2

22.4

16.5

15.1

1.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0 ～6 歳（就学前） 7 ～12歳（小学生） 13～15歳（中学生）

16～18歳（高校生など） 19～29歳 30～39歳

40～49歳 50～59歳 60歳以上

無回答

％

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

無回答

47.4

33.1

27.8

0.8

50.1

31.5

27.4

1.2

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60歳以上で「身体障害者手帳」の割合が、16～18歳（高校生な

ど）で「療育手帳」の割合が高く、８割を超えています。また、30～59歳で「精神障害者保健

福祉手帳」の割合が高く、３割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

身
体
障
害
者
手
帳 

療
育
手
帳 

精
神
障
害
者
保
健 

福
祉
手
帳 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 23  43.5  73.9  － － 

7 ～12 歳（小学生） 55  30.9  70.9  10.9  － 

13～15 歳（中学生） 31  25.8  74.2  12.9  － 

16～18 歳（高校生など） 24  25.0  83.3  4.2  － 

19～29 歳 100  18.0  66.0  26.0  － 

30～39 歳 116  25.9  46.6  36.2  0.9  

40～49 歳 180  51.7  22.8  35.6  1.1  

50～59 歳 172  62.8  4.7  37.2  0.6  

60 歳以上 141  80.1  7.8  17.7  0.7  

 

１．身体障がいの内容 

「肢体障がい（体幹機能障がいを含む）」の割合が 53.5％と最も高く、次いで「心臓やじん臓

などの内部障がい」の割合が 27.2％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

視覚障がい

聴覚・平衡・音声・言語・そしゃく
などの障がい

肢体障がい
（体幹機能障がいを含む）

心臓やじん臓などの
内部障がい

無回答

7.7

9.9

53.5

27.2

7.9

6.7

9.8

54.2

27.8

4.6

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 404）

平成29年度調査

（回答者数 = 461）
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２．身体障がいの程度 

「１級」の割合が 29.7％と最も高く、次いで「４級」の割合が 20.5％、「２級」の割合が 16.6％

となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．療育手帳の障がいの程度 

「A2」の割合が 28.4％と最も高く、次いで「B2」の割合が 26.2％、「B1」の割合が 22.0％

となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「A2」の割合が増加しています。一方、「A 」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１級

２級

３級

４級

５級

６級

無回答

29.7

16.6

12.6

20.5

7.4

5.9

7.2

31.0

19.1

15.6

19.1

6.7

5.0

3.5

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 404）

平成29年度調査

（回答者数 = 461）

％

A

A1

A2

B

B1

B2

無回答

7.8

12.4

28.4

2.5

22.0

26.2

0.7

15.9

13.8

21.7

2.4

23.4

22.8

0.0

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 282）

平成29年度調査

（回答者数 = 290）
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４．精神障害者保健福祉手帳の障がいの程度 

「２級」の割合が 59.9％と最も高く、次いで「３級」の割合が 30.0％、「１級」の割合が 10.1％

となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４．あなたは、国が指定する難病または小児慢性特定疾病の認定を受けていますか。

（○は 1 つだけ） 

「受けている」の割合が 10.9％、「受けていない」の割合が 85.9％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

  

％

１級

２級

３級

無回答

10.1

59.9

30.0

0.0

10.7

61.1

28.2

0.0

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 237）

平成29年度調査

（回答者数 = 252）

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

10.9

10.2

85.9

86.4

3.2

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0 ～6 歳（就学前）で「受けている」の割合が高く、約３割とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

30.4

18.2

22.6

20.8

5.0

4.3

11.7

11.0

9.9

69.6

81.8

77.4

79.2

92.0

90.5

86.1

86.6

85.1

3.0

5.2

2.2

2.3

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない 無回答
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問５．あなたは、発達障がいの診断を受けていますか。（自閉症スペクトラム、広汎性発

達障がい、学習障がいなど）（○は 1 つだけ） 

「受けている（疑いを含む）」の割合が 22.8％、「受けていない」の割合が 74.5％となってい

ます。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、13歳以上で年齢が下がるにつれ「受けている（疑いを含む）」の

割合が高くなっており、13～15歳（中学生）で約７割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている（疑いを含む） 受けていない 無回答

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

56.5

61.8

67.7

54.2

48.0

25.9

12.8

4.1

2.8

43.5

38.2

29.0

45.8

51.0

72.4

85.0

92.4

92.9

3.2

1.0

1.7

2.2

3.5

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている（疑いを含む） 受けていない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

22.8

18.5

74.5

77.7

2.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問６．18歳以上の方におたずねします。 

現在、障害者総合支援法の障害支援区分の認定を受けていますか。（○は1つだけ） 

「受けている」の割合が 22.7％、「受けていない」の割合が 70.0％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

問６－1 ．認定された障害支援区分はどれですか。 

「区分 4 」の割合が 29.2％と最も高く、次いで「区分 6 」の割合が 21.1％、「区分 3 」の

割合が 18.6％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「区分 4 」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７．40歳以上の方におたずねします。 

現在、介護保険法の要介護認定を受けていますか。（○は 1 つだけ） 

「受けている」の割合が 6.7％、「受けていない」の割合が 89.2％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和２年度調査 161

平成29年度調査 188

4.3

4.3

7.5

11.7

18.6

20.7

29.2

21.8

13.7

16.0

21.1

16.5

5.6

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和２年度調査 709

平成29年度調査 813

22.7

23.1

70.0

66.3

7.3

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない 無回答

区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 無回答

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 493

平成29年度調査 554

6.7

7.2

89.2

89.7

4.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「受けている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体（重度）で「受けている」の割合が高く、約１割となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７－1．認定された要介護認定区分はどれですか。 

「要介護 2」の割合が 27.3％と最も高く、次いで「要支援 2」の割合が 18.2％、「要介護 1」、

「要介護 3」の割合が 15.2％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「要介護 2 」「要介護 3 」の割合が増加しています。一方、

「要支援 2 」「要介護 4 」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

3.3

7.6

9.9

95.6

87.2

83.7

1.1

5.2

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

身体（重度） 138

身体（軽度） 153

知的・大人 60

精神障がい 153

13.0

3.9

3.3

5.2

81.2

94.1

88.3

90.8

5.8

2.0

8.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない 無回答

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 

要介護4 要介護5 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 33

平成29年度調査 40

6.1

2.5

18.2

25.0

15.2

17.5

27.3

17.5

15.2

5.0

6.1

17.5

3.0

5.0

9.1

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問８．家族構成はどれですか。あなたを中心にお答えください。なお、結婚されている

場合は配偶者も含みます。（○は 1 つだけ） 

「二世代世帯（親とあなた）」の割合が 48.5％と最も高く、次いで「二世代世帯（あなたと子）」

の割合が 17.0％、「夫婦のみ」の割合が 10.2％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、他に比べ、70歳以上で「二世代世帯（親とあなた）」の割合が高く、

約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

30歳未満 4

30歳代～40歳代 113

50歳代～60歳代 170

70歳以上 79

0.9

1.8

1.3

4.4

7.1

1.3

75.0

12.4

10.6

3.8

65.5

62.4

77.2

0.9

2.4

1.3

5.3

7.1

3.8

0.9

1.8

2.5

1.3

2.7

5.3

6.3

25.0

7.1

1.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

6.1

8.7

10.2

12.7

17.0

17.4

48.5

46.4

0.4

0.3

2.5

3.5

3.9

4.6

1.2

2.0

1.5

1.7

4.6

1.5

4.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人ぐらし（あなたのみ） 夫婦のみ

二世代世帯（あなたと子） 二世代世帯（親とあなた）

三世代世帯（あなた・子・孫） 三世代世帯（親・あなた・子）

三世代世帯（祖父母・親・あなた） あなたと兄弟姉妹

施設や寮の職員や仲間 その他

無回答
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問９．あなたが、現在住んでいるお住まいはどれですか。（○は 1 つだけ） 

「持ち家（家族や親族の持ち家も含む）」の割合が 81.0％と最も高く、次いで「賃貸住宅」の

割合が 12.0％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「持ち家（家族や親族の持ち家も含む）」の割

合が高く、約９割となっています。また、知的・大人で「グループホーム」の割合が高く、約１

割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

87.8

85.3

84.6

77.8

75.6

80.6

7.3

7.4

13.1

14.1

9.4

14.3

0.6

1.8

0.6

7.2

0.8

1.2

2.8

0.4

1.0

2.5

1.2

1.1

4.9

3.1

1.1

7.1

3.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

81.0

80.2

12.0

14.2

0.1

0.3

1.8

1.0

0.8

1.4

0.1

0.3

0.8

1.3

0.6

0.8

2.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家（家族や親族の持ち家も含む） 賃貸住宅

市営住宅・県営住宅 グループホーム

福祉ホーム 寮・社宅など

病院（１年以上の長期入院） その他

無回答
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【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、他に比べ、50歳代～60歳代で「持ち家（家族や親族の持ち家も含

む）」の割合が高く、９割となっています。また、30 歳代～40 歳代で「賃貸住宅」の割合が高

く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10．あなたやご家族のインターネット環境についておたずねします。（○は1つだけ） 

「自分のスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持っている」の割合が 62.3％と最も

高く、次いで「家族がスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持っている」の割合が 30.4％

となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「自分のスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持って

いる」の割合が増加しています。一方、「家族がスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持

っている」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

30歳未満 4

30歳代～40歳代 113

50歳代～60歳代 170

70歳以上 79

25.0

76.1

90.0

83.5

50.0

19.5

8.2

6.3
1.3

0.6
0.6

5.1

25.0

4.4

0.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家（家族や親族の持ち家も含む） 賃貸住宅

市営住宅・県営住宅 グループホーム

福祉ホーム 寮・社宅など

病院（１年以上の長期入院） その他

無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

62.3

54.7

30.4

36.3

4.3

8.3

2.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分のスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持っている

家族がスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持っている

誰も持っていない

無回答
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～18歳（高校生など）、50～59歳で「自分のスマートフォン・

タブレットまたはパソコンを持っている」の割合が高く、約８割となっています。また、0 ～6 

歳（就学前）、7 ～12歳（小学生）で「家族がスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持

っている」の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

4.3

12.7

45.2

83.3

60.0

66.4

67.8

79.1

63.1

82.6

81.8

48.4

12.5

36.0

28.4

25.0

12.8

27.0

1.0

5.2

5.6

7.0

5.7

13.0

5.5

6.5

4.2

3.0

1.7

1.2

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分のスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持っている

家族がスマートフォン・タブレットまたはパソコンを持っている

誰も持っていない

無回答
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２ 日常生活について 

問 11．普段の生活で支援を必要としていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「各種手続き関係」の割合が 45.4％と最も高く、次いで「家事（掃除・洗濯・料理）」の割合

が 42.8％、「通院」、「お金の管理」の割合が 37.9％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

起床・就寝

排泄（トイレなど）

洗顔・歯磨き

食事

着替え

入浴

屋内移動

服薬

外出

買い物

通院

見守りなどの生活全般

人とのコミュニケーション

家事（掃除・洗濯・料理）

お金の管理

情報の収集

各種手続き関係

その他

特に支援を必要とすることはな
い

無回答

14.9

14.3

14.2

20.4

15.1

20.8

9.4

23.9

31.3

33.8

37.9

24.4

30.8

42.8

37.9

28.9

45.4

6.9

30.0

3.1

13.0

13.0

14.3

21.0

14.8

20.1

9.7

23.4

32.2

35.7

41.1

22.7

34.9

41.7

37.4

30.5

46.2

7.1

26.8

2.9

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）



17 

【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「起床・就寝」「排泄（トイレなど）」「食事」

「着替え」「入浴」「屋内移動」「服薬」の割合が高くなっています。また、知的・子どもで「買い

物」「通院」「見守りなどの生活全般」「人とのコミュニケーション」「お金の管理」「情報の収集」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

起
床
・
就
寝 

排
泄
（
ト
イ
レ
な
ど
） 

洗
顔
・
歯
磨
き 

食
事 

着
替
え 

入
浴 

屋
内
移
動 

服
薬 

外
出 

買
い
物 

身体・子ども 41  41.5  61.0  51.2  46.3  53.7  58.5  39.0  53.7  61.0  51.2  

身体（重度） 163  14.7  16.0  12.3  22.7  22.1  27.6  14.1  19.0  34.4  33.1  

身体（軽度） 175  4.0  5.1  2.3  2.3  4.0  8.0  2.9  4.6  12.6  17.1  

知的・子ども 99  34.3  43.4  48.5  33.3  29.3  54.5  21.2  47.5  66.7  60.6  

知的・大人 180  27.2  21.1  25.6  38.3  27.8  31.7  17.2  45.6  56.1  55.6  

精神障がい 237  8.4  3.4  3.0  13.9  3.0  5.9  2.5  19.0  16.0  22.4  

 

区分 

通
院 

見
守
り
な
ど
の 

生
活
全
般 

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

家
事 

（
掃
除
・
洗
濯
・
料
理
） 

お
金
の
管
理 

情
報
の
収
集 

各
種
手
続
き
関
係 

そ
の
他 

特
に
支
援
を
必
要
と 

す
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

 

身体・子ども 73.2  46.3  48.8  56.1  56.1  48.8  63.4  14.6  7.3  －  

身体（重度） 36.2  19.6  13.5  41.7  23.3  13.5  32.5  4.3  38.0  5.5   

身体（軽度） 13.7  5.7  9.1  15.4  10.3  7.4  13.1  4.6  59.4  2.9   

知的・子ども 72.7  56.6  70.7  64.6  76.8  67.7  74.7  6.1  2.0  2.0   

知的・大人 60.6  47.8  51.1  68.3  69.4  56.1  74.4  6.1  12.2  2.8   

精神障がい 30.0  17.3  30.8  38.8  34.6  21.5  47.7  9.7  27.0  2.5   
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【難病の認定別】 

難病の認定別でみると、認定を受けていない人に比べ、受けている人で「起床・就寝」「排泄（ト

イレなど）」「洗顔・歯磨き」「着替え」「入浴」「屋内移動」「外出」「買い物」「通院」の割合が高

くなっています。また、認定を受けている人に比べ、受けていない人で「人とのコミュニケーシ

ョン」「お金の管理」「情報の収集」「特に支援を必要とすることはない」の割合が高くなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

起
床
・
就
寝 

排
泄
（
ト
イ
レ
な
ど
） 

洗
顔
・
歯
磨
き 

食
事 

着
替
え 

入
浴 

屋
内
移
動 

服
薬 

外
出 

買
い
物 

受けている 93  22.6  25.8  21.5  23.7  28.0  32.3  17.2  25.8  44.1  43.0  

受けていない 732  14.1  13.0  13.0  19.8  13.5  19.4  8.3  23.9  29.9  33.1  

 

区分 

通
院 

見
守
り
な
ど
の 

生
活
全
般 

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

家
事 

（
掃
除
・
洗
濯
・
料
理
） 

お
金
の
管
理 

情
報
の
収
集 

各
種
手
続
き
関
係 

そ
の
他 

特
に
支
援
を
必
要
と 

す
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

 

受けている 51.6  28.0  21.5  47.3  33.3  23.7  41.9  10.8  23.7  3.2   

受けていない 36.5  23.6  31.8  42.5  38.5  29.8  45.9  6.3  31.1  2.9   
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【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、他に比べ、年代が下がるにつれ「起床・就寝」「排泄（トイレなど）」

「洗顔・歯磨き」「入浴」「屋内移動」「服薬」「外出」「買い物」「見守りなどの生活全般」「人との

コミュニケーション」「お金の管理」「情報の収集」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

起
床
・
就
寝 

排
泄
（
ト
イ
レ
な
ど
） 

洗
顔
・
歯
磨
き 

食
事 

着
替
え 

入
浴 

屋
内
移
動 

服
薬 

外
出 

買
い
物 

30 歳未満 4  25.0  － － － 25.0  － － 25.0  25.0  25.0  

30 歳代～40 歳代 113  35.4  41.6  44.2  36.3  34.5  53.1  28.3  50.4  62.8  61.1  

50 歳代～60 歳代 170  21.2  17.1  17.6  31.8  22.4  26.5  13.5  37.6  52.9  57.6  

70 歳以上 79  12.7  8.9  6.3  39.2  15.2  20.3  5.1  24.1  35.4  40.5  

 

区分 

通
院 

見
守
り
な
ど
の 

生
活
全
般 

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

家
事 

（
掃
除
・
洗
濯
・
料
理
） 

お
金
の
管
理 

情
報
の
収
集 

各
種
手
続
き
関
係 

そ
の
他 

特
に
支
援
を
必
要
と 

す
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

 

30 歳未満 50.0  25.0  50.0  25.0  25.0  25.0  25.0  25.0  25.0  －  

30 歳代～40 歳代 71.7  51.3  61.1  68.1  69.0  54.0  69.9  7.1  4.4  0.9   

50 歳代～60 歳代 61.2  40.6  51.2  70.0  68.8  51.2  77.6  4.1  4.7  0.6   

70 歳以上 50.6  30.4  27.8  64.6  50.6  26.6  72.2  11.4  5.1  1.3   
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【必要な支援・サービス別】 

必要な支援・サービス別でみると、他に比べ、短期入所や日中一時支援などの緊急時の預かり

支援で「お金の管理」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

起
床
・
就
寝 

排
泄
（
ト
イ
レ
な
ど
） 

洗
顔
・
歯
磨
き 

食
事 

着
替
え 

入
浴 

屋
内
移
動 

服
薬 

外
出 

買
い
物 

グループホーム・福祉ホーム・入所施設 
などの生活や居住の場 

188  31.4  28.2  32.4  37.8  31.4  40.4  21.3  51.6  61.7  64.4  

自宅などを訪問し、介護してくれる 
ホームヘルプサービス 

95  24.2  18.9  18.9  30.5  25.3  30.5  21.1  30.5  44.2  54.7  

生活介護・地域活動支援センター 
などの日中活動の場 

111  35.1  36.0  38.7  41.4  37.8  45.0  25.2  54.1  65.8  64.0  

就労訓練・自立訓練などの支援 159  12.6  12.6  14.5  14.5  10.1  20.8  7.5  23.9  32.1  33.3  

同行援護・行動援護・移動支援などの 
外出するための支援 

171  31.0  29.2  32.7  40.9  32.7  41.5  22.8  49.7  69.6  63.2  

短期入所や日中一時支援などの 
緊急時の預かり支援 

129  36.4  35.7  43.4  48.1  38.8  52.7  27.1  59.7  72.9  70.5  

放課後等デイサービス・児童発達支援 
などの療育支援 

79  35.4  44.3  46.8  34.2  27.8  53.2  20.3  48.1  64.6  58.2  

車いす・補聴器などの補装具や日常 
生活に必要な用具の普及や充実 

92  26.1  29.3  22.8  29.3  34.8  41.3  26.1  30.4  51.1  48.9  

福祉サービスを利用するための 
情報提供や身近な相談窓口 

235  15.7  11.9  14.9  26.0  17.4  24.3  9.8  30.2  35.3  43.4  

その他 44  13.6  13.6  13.6  27.3  15.9  18.2  6.8  20.5  34.1  31.8  

特にない 262  2.7  4.2  2.3  5.0  3.4  4.6  2.3  4.2  7.6  8.8  

 

区分 

通
院 

見
守
り
な
ど
の 

生
活
全
般 

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

家
事 

（
掃
除
・
洗
濯
・
料
理
） 

お
金
の
管
理 

情
報
の
収
集 

各
種
手
続
き
関
係 

そ
の
他 

特
に
支
援
を
必
要
と 

す
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

 

グループホーム・福祉ホーム・入所施設 
などの生活や居住の場 

69.1  57.4  59.6  77.1  75.0  66.5  83.5  9.0  6.9  1.1  
 

自宅などを訪問し、介護してくれる 
ホームヘルプサービス 

48.4  41.1  47.4  73.7  48.4  45.3  73.7  11.6  10.5  2.1  
 

生活介護・地域活動支援センター 
などの日中活動の場 

67.6  57.7  60.4  74.8  71.2  57.7  80.2  9.0  4.5  1.8  
 

就労訓練・自立訓練などの支援 44.0  26.4  41.5  49.7  52.2  39.0  66.0  7.5  14.5  2.5   

同行援護・行動援護・移動支援などの 
外出するための支援 

69.0  53.2  57.9  71.3  65.5  57.9  75.4  10.5  7.6  1.8  
 

短期入所や日中一時支援などの 
緊急時の預かり支援 

76.7  65.9  63.6  77.5  81.4  65.9  84.5  7.8  2.3  2.3  
 

放課後等デイサービス・児童発達支援 
などの療育支援 

70.9  53.2  67.1  64.6  75.9  60.8  74.7  8.9  3.8  2.5  
 

車いす・補聴器などの補装具や日常 
生活に必要な用具の普及や充実 

50.0  28.3  32.6  59.8  42.4  35.9  57.6  8.7  16.3  2.2  
 

福祉サービスを利用するための 
情報提供や身近な相談窓口 

48.5  28.9  42.6  57.0  48.9  42.1  60.0  10.6  17.0  2.1  
 

その他 34.1  22.7  38.6  40.9  31.8  34.1  52.3  38.6  15.9  4.5   

特にない 12.2  3.8  6.5  16.0  9.2  6.1  14.9  2.7  64.5  2.3   
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問 12．普段、支援や世話を受けていますか。（○は 1 つだけ） 

「受けている」の割合が 55.9％、「受けていない」の割合が 42.1％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「受けていない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、年齢が下がるにつれ「受けている」の割合が高くなっており、0

～6歳（就学前）、7～12歳（小学生）で約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

87.0

90.9

77.4

79.2

75.0

67.2

49.4

39.5

33.3

8.7

9.1

22.6

20.8

24.0

31.0

47.8

59.3

63.8

4.3

1.0

1.7

2.8

1.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

55.9

62.8

42.1

36.2

2.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子ども、知的・子ども、知的・大人で「受けている」

の割合が高く、特に知的・子どもで約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

78.0

51.5

21.1

89.9

81.1

56.1

22.0

45.4

77.7

9.1

17.8

40.9

3.1

1.1

1.0

1.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【必要な支援・サービス別】 

必要な支援・サービス別でみると、他に比べ、グループホーム・福祉ホーム・入所施設などの

生活や居住の場、生活介護・地域活動支援センターなどの日中活動の場、短期入所や日中一時支

援などの緊急時の預かり支援、放課後等デイサービス・児童発達支援などの療育支援で「受けて

いる」の割合が高く、約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

グループホーム・福祉ホーム・
入所施設などの生活や居住の
場

188

自宅などを訪問し、介護してくれ
るホームヘルプサービス

95

生活介護・地域活動支援
センターなどの日中活動の
場

111

就労訓練・自立訓練などの支援 159

同行援護・行動援護・移動支援
などの外出するための支援

171

短期入所や日中一時支援など
の緊急時の預かり支援

129

放課後等デイサービス・児童発
達支援などの療育支援

79

車いす・補聴器などの補装具や
日常生活に必要な用具の普及
や充実

92

福祉サービスを利用するための
情報提供や身近な相談窓口

235

その他 44

特にない 262

87.8

74.7

91.0

74.8

85.4

92.2

92.4

68.5

70.6

63.6

21.8

11.7

24.2

8.1

23.3

12.3

5.4

6.3

30.4

27.7

29.5

76.3

0.5

1.1

0.9

1.9

2.3

2.3

1.3

1.1

1.7

6.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 12－1 問 12で「１．受けている」と答えた方にお聞きします。 

主にどなたが支援や世話をしていますか。（〇は１つだけ） 

「親または祖父母」の割合が 62.8％と最も高く、次いで「配偶者」の割合が 10.5％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、30歳以上に比べ、29歳以下で「親または祖父母」の割合が高くなっていま

す。また、50歳以上で「配偶者」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 476 62.8 10.5
2.5

1.3
7.8

2.1
0.2

5.3
7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 20

7 ～12歳（小学生） 50

13～15歳（中学生） 24

16～18歳
（高校生など）

19

19～29歳 75

30～39歳 78

40～49歳 89

50～59歳 68

60歳以上 47

90.0

86.0

87.5

100.0

84.0

69.2

59.6

19.1

23.4

1.3

3.8

11.2

27.9

36.2

11.8

8.5

2.2

5.9

2.0

15.4

15.7

2.9

14.9

1.3

2.2

5.9

6.4

1.1

5.0

8.0

8.3

5.3

2.6

6.7

7.4

2.1

5.0

4.0

4.2

9.3

7.7

1.1

19.1

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親または祖父母 配偶者 兄弟姉妹

子または子の配偶者 その他の親せき ボランティア

施設の職員 ホームヘルパー 近所の人・知人

その他 無回答
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子ども、知的・子どもで「親または祖父母」の割合が

高く、約９割となっています。また、身体（重度）、身体（軽度）で「配偶者」の割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、他に比べ、介助者が 70歳以上で「親または祖父母」の割合が高く、

９割台半ばとなっています。また、50歳代～60歳代で「配偶者」の割合が高く、約２割となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

身体・子ども 32

身体（重度） 84

身体（軽度） 37

知的・子ども 89

知的・大人 146

精神障がい 133

87.5

33.3

43.2

89.9

71.2

57.1

26.2

27.0

1.4

13.5

3.6

5.4

1.4

4.5

3.6

5.4

0.8

13.1

2.7

1.1

13.0

6.8

3.6

2.7

0.7

3.0
0.8

9.4

8.3

8.1

4.5

1.4

6.8

3.1

8.3

5.4

4.5

11.0

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

30歳未満 4

30歳代～40歳代 113

50歳代～60歳代 170

70歳以上 79

50.0

81.4

76.5

94.9

13.3

18.8

2.5

1.8

4.7

2.5

50.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親または祖父母 配偶者 兄弟姉妹

子または子の配偶者 その他の親せき ボランティア

施設の職員 ホームヘルパー 近所の人・知人

その他 無回答
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【必要な支援・サービス別】 

必要な支援・サービス別でみると、他に比べ、短期入所や日中一時支援などの緊急時の預かり

支援、放課後等デイサービス・児童発達支援などの療育支援で「親または祖父母」の割合が高く、

８割を超えています。また、車いす・補聴器などの補装具や日常生活に必要な用具の普及や充実

で「配偶者」の割合が高く、約３割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

グループホーム・福祉ホーム・
入所施設などの生活や居住の
場

165

自宅などを訪問し、介護して
くれるホームヘルプサービス

71

生活介護・地域活動支援セン
ターなどの日中活動の場

101

就労訓練・自立訓練などの支援 119

同行援護・行動援護・移動支援
などの外出するための支援

146

短期入所や日中一時支援など
の緊急時の預かり支援

119

放課後等デイサービス・児童発
達支援などの療育支援

73

車いす・補聴器などの補装具や
日常生活に必要な用具の普及
や充実

63

福祉サービスを利用するための
情報提供や身近な相談窓口

166

その他 28

特にない 57

72.1

62.0

68.3

71.4

64.4

81.5

87.7

44.4

59.6

57.1

52.6

1.8

7.0

2.0

9.2

5.5

1.7

1.4

27.0

10.8

3.6

21.1

2.4

5.6

1.0

2.1

2.5

3.0

3.6

5.3

0.8

0.7

1.6

3.0

3.6

1.8

11.5

5.6

14.9

5.9

12.3

3.4

1.4

7.9

6.6

14.3

8.8

1.8

8.5

3.0

3.4

2.7

6.3

3.0

1.8

0.7

1.2

4.2

4.0

5.0

2.7

1.7

5.5

4.8

5.4

10.7

8.8

9.1

7.0

6.9

4.2

8.9

9.2

4.1

7.9

8.4

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親または祖父母 配偶者 兄弟姉妹

子または子の配偶者 その他の親せき ボランティア

施設の職員 ホームヘルパー 近所の人・知人

その他 無回答
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問 12－2 問 12－1で「1．親または祖父母」「2．配偶者」「3．兄弟姉妹」「4．子ま

たは子の配偶者」「5．その他の親せき」と答えた方にお聞きします。 

主な介助・支援者の年齢はおいくつですか。（〇は１つだけ） 

「50 歳代～60 歳代」の割合が 46.3％と最も高く、次いで「30 歳代～40 歳代」の割合が

30.8％、「70歳以上」の割合が 21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「30歳代～40歳代」の割合が高く、８割台

半ばとなっています。また、知的・大人で「50歳代～60歳代」の割合が、精神障がいで「70歳

以上」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

身体・子ども 28

身体（重度） 56

身体（軽度） 30

知的・子ども 80

知的・大人 108

精神障がい 101

3.6

3.3

0.9

85.7

14.3

20.0

76.3

11.1

17.8

14.3

53.6

50.0

22.5

61.1

50.5

26.8

26.7

1.3

26.9

31.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30歳未満 30歳代～40歳代 50歳代～60歳代 70歳以上 無回答

回答者数 =

　 367 1.1 30.8 46.3 21.5 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30歳未満 30歳代～40歳代 50歳代～60歳代 70歳以上 無回答
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【必要な支援・サービス別】 

必要な支援・サービス別でみると、他に比べ、放課後等デイサービス・児童発達支援などの療

育支援で「30 歳代～40 歳代」の割合が高く、８割となっています。また、自宅などを訪問し、

介護してくれるホームヘルプサービスで「70 歳以上」の割合が高く、３割台半ばとなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30歳未満 30歳代～40歳代 50歳代～60歳代 70歳以上 無回答

回答者数 =

グループホーム・福祉ホーム・
入所施設などの生活や居住の
場

126

自宅などを訪問し、介護してくれ
るホームヘルプサービス

53

生活介護・地域活動支援セン
ターなどの日中活動の場

72

就労訓練・自立訓練などの支援 97

同行援護・行動援護・移動支援
などの外出するための支援

106

短期入所や日中一時支援など
の緊急時の預かり支援

102

放課後等デイサービス・児童発
達支援などの療育支援

65

車いす・補聴器などの補装具や
日常生活に必要な用具の普及
や充実

46

福祉サービスを利用するための
情報提供や身近な相談窓口

127

その他 19

特にない 46

0.8

1.0

2.2

0.8

5.3

4.3

24.6

22.6

31.9

39.2

30.2

34.3

80.0

41.3

31.5

15.8

21.7

52.4

43.4

47.2

46.4

48.1

47.1

18.5

39.1

45.7

42.1

43.5

22.2

34.0

20.8

14.4

21.7

17.6

1.5

17.4

22.0

36.8

28.3 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 13．普段の日中、どのようにお過ごしですか。（あてはまるものすべてに○） 

「会社や店などで働いている、または公務員をしている」の割合が 29.2％と最も高く、次い

で「通所施設・作業所で働いている（就労移行支援・就労継続支援 A 型・B 型）」の割合が 12.1％、

「福祉施設（地域活動支援センター、生活介護など）に通っている」、「特に何もしていない」の

割合が 10.6％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「特に何もしていない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

幼稚園・保育園・こども園に通っている

通園施設（児童発達支援事業所を含む）
に通っている

特別支援学校に通っている

小・中学校の特別支援学級に通っている

小・中学校の普通学級、高校、大学、専
門学校に通っている

会社や店などで働いている、または公務
員をしている

自分で事業・商売をしている

家族の事業・商売を手伝っている

自宅で内職をしている

通所施設・作業所で働いている（就労
移行支援・就労継続支援A 型・B 型）

療養を中心とした生活をしている
（入院、デイケア通所を含む）

福祉施設（地域活動支援センター、
生活介護など）に通っている

家事や子育て・介護などをしている

特に何もしていない

その他

無回答

1.3

2.5

5.8

5.3

2.6

29.2

2.6

1.1

0.9

12.1

8.2

10.6

8.8

10.6

7.0

1.5

0.1

2.0

5.9

5.7

2.7

25.9

2.8

1.0

1.2

11.7

10.0

10.1

11.6

16.2

6.5

1.2

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）



30 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0～6歳（就学前）で「通園施設（児童発達支援事業所を含む）に

通っている」の割合が、16～18歳（高校生など）で「特別支援学校に通っている」の割合が高

く、６割を超えています。また、40～49歳、50～59歳で「会社や店などで働いている、また

は公務員をしている」の割合が高く、約４割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
る 

通
園
施
設
（
児
童
発
達
支
援
事
業
所
を
含
む
）
に 

通
っ
て
い
る 

特
別
支
援
学
校
に
通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
普
通
学
級
、
高
校
、
大
学
、 

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
る 

会
社
や
店
な
ど
で
働
い
て
い
る
、
ま
た
は 

公
務
員
を
し
て
い
る 

自
分
で
事
業
・
商
売
を
し
て
い
る 

家
族
の
事
業
・
商
売
を
手
伝
っ
て
い
る 

自
宅
で
内
職
を
し
て
い
る 

通
所
施
設
・
作
業
所
で
働
い
て
い
る
（
就
労
移
行 

支
援
・
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
） 

療
養
を
中
心
と
し
た
生
活
を
し
て
い
る 

（
入
院
、
デ
イ
ケ
ア
通
所
を
含
む
） 

福
祉
施
設
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、 

生
活
介
護
な
ど
）
に
通
っ
て
い
る 

家
事
や
子
育
て
・
介
護
な
ど
を
し
て
い
る 

特
に
何
も
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

0～6 歳（就学前） 23  39.1  65.2  8.7  － － － － － － － － － － 13.0  4.3  － 

7～12 歳（小学生） 55  － 9.1  40.0  50.9  10.9  － － － － － － － － － 1.8  － 

13～15 歳（中学生） 31  － 3.2  29.0  48.4  16.1  － － － － － 3.2  － － － 6.5  3.2  

16～18 歳（高校生など） 24  － － 62.5  － 29.2  4.2  － － － 4.2  － － － － 8.3  － 

19～29 歳 100  － － － － 4.0  28.0  － － － 22.0  2.0  34.0  6.0  1.0  8.0  1.0  

30～39 歳 116  0.9  － － 0.9  － 31.0  1.7  － 1.7  25.0  5.2  18.1  6.9  9.5  7.8  1.7  

40～49 歳 180  0.6  － 0.6  0.6  － 39.4  4.4  2.8  2.2  13.3  13.3  12.2  10.6  10.0  2.8  0.6  

50～59 歳 172  － － － － － 39.0  2.3  0.6  1.2  9.3  14.0  3.5  12.8  17.4  9.9  1.2  

60 歳以上 141  － － － － － 29.8  5.7  2.1  － 5.7  8.5  4.3  14.2  18.4  10.6  3.5  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体（軽度）で「会社や店などで働いている、または公務員

をしている」の割合が高く、約５割となっています。また、身体・子ども、知的・子どもで「幼

稚園・保育園・こども園に通っている」「通園施設（児童発達支援事業所を含む）に通っている」

「特別支援学校に通っている」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
る 

通
園
施
設
（
児
童
発
達
支
援
事
業
所
を
含
む
）
に 

通
っ
て
い
る 

特
別
支
援
学
校
に
通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
普
通
学
級
、
高
校
、
大
学
、 

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
る 

会
社
や
店
な
ど
で
働
い
て
い
る
、
ま
た
は 

公
務
員
を
し
て
い
る 

自
分
で
事
業
・
商
売
を
し
て
い
る 

家
族
の
事
業
・
商
売
を
手
伝
っ
て
い
る 

自
宅
で
内
職
を
し
て
い
る 

通
所
施
設
・
作
業
所
で
働
い
て
い
る
（
就
労
移
行 

支
援
・
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
） 

療
養
を
中
心
と
し
た
生
活
を
し
て
い
る 

（
入
院
、
デ
イ
ケ
ア
通
所
を
含
む
） 

福
祉
施
設
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、 

生
活
介
護
な
ど
）
に
通
っ
て
い
る 

家
事
や
子
育
て
・
介
護
な
ど
を
し
て
い
る 

特
に
何
も
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

身体・子ども 41  7.3  12.2  41.5  14.6  22.0  2.4  － － － － － － － 7.3  7.3  － 

身体（重度） 163  － － － － － 35.6  4.9  1.8  1.8  3.7  12.9  16.0  10.4  12.9  6.7  1.8  

身体（軽度） 175  － － － － － 52.0  5.7  1.7  1.7  3.4  5.1  4.6  16.0  7.4  7.4  2.3  

知的・子ども 99  7.1  20.2  42.4  34.3  7.1  － － － － － 1.0  － － － 4.0  1.0  

知的・大人 180  1.1  － 0.6  1.1  0.6  20.6  0.6  1.1  0.6  33.3  2.8  32.2  1.7  5.0  3.9  1.7  

精神障がい 237  － － － 2.5  2.5  24.5  1.7  0.4  1.7  14.3  16.5  6.3  11.0  19.4  11.0  0.8  

 

 

【難病の認定別】 

難病の認定別でみると、認定を受けていない人に比べ、受けている人で「特別支援学校に通っ

ている」の割合が高く、約１割となっています、 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
る 

通
園
施
設
（
児
童
発
達
支
援
事
業
所
を
含
む
）
に 

通
っ
て
い
る 

特
別
支
援
学
校
に
通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
普
通
学
級
、
高
校
、
大
学
、 

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
る 

会
社
や
店
な
ど
で
働
い
て
い
る
、
ま
た
は 

公
務
員
を
し
て
い
る 

自
分
で
事
業
・
商
売
を
し
て
い
る 

家
族
の
事
業
・
商
売
を
手
伝
っ
て
い
る 

自
宅
で
内
職
を
し
て
い
る 

通
所
施
設
・
作
業
所
で
働
い
て
い
る
（
就
労
移
行 

支
援
・
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
） 

療
養
を
中
心
と
し
た
生
活
を
し
て
い
る 

（
入
院
、
デ
イ
ケ
ア
通
所
を
含
む
） 

福
祉
施
設
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、 

生
活
介
護
な
ど
）
に
通
っ
て
い
る 

家
事
や
子
育
て
・
介
護
な
ど
を
し
て
い
る 

特
に
何
も
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

受けている 93  2.2  5.4  12.9  5.4  4.3  31.2  3.2  1.1  － 3.2  9.7  4.3  3.2  9.7  10.8  － 

受けていない 732  1.2  2.2  5.1  5.5  2.5  29.0  2.6  1.1  1.1  13.3  8.2  10.9  9.7  10.5  6.3  1.4  
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問 14．普段、どのような目的で外出しますか。（あてはまるものすべてに○） 

「買い物などの日常的な用事のため」の割合が 65.3％と最も高く、次いで「病院での診察や

デイケアに行くため」の割合が 63.0％、「通園・通学・通勤のため」の割合が 45.5％となって

います。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

通園・通学・通勤のため

通所施設や作業所に通うため

買い物などの日常的な用事の
ため

病院での診察やデイケアに行く
ため

市役所など公的な手続きのた
め

趣味の活動やスポーツのため

グループ活動に参加するため

友人と会ったり、遊んだりするた
め

習いごとや塾などのため

散歩のため

その他

特に目的は決まっていない

無回答

45.5

25.7

65.3

63.0

24.4

20.1

5.9

24.1

8.1

28.3

7.2

1.4

1.4

42.0

21.7

66.4

60.7

27.2

22.8

8.9

27.0

8.6

26.8

6.8

2.2

1.2

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、7～12歳（小学生）、13～15歳（中学生）、16～18歳（高校生

など）で「通園・通学・通勤のため」の割合が高く、９割を超えています。また、0～6歳（就学

前）で「病院での診察やデイケアに行くため」の割合が、19～29歳で「通所施設や作業所に通

うため」の割合が、40歳以上で「市役所など公的な手続きのため」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

通
園
・
通
学
・
通
勤
の
た
め 

通
所
施
設
や
作
業
所
に
通
う
た
め 

買
い
物
な
ど
の
日
常
的
な
用
事
の
た
め 

病
院
で
の
診
察
や
デ
イ
ケ
ア
に
行
く
た
め 

市
役
所
な
ど
公
的
な
手
続
き
の
た
め 

趣
味
の
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め 

グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る
た
め 

友
人
と
会
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
た
め 

習
い
ご
と
や
塾
な
ど
の
た
め 

散
歩
の
た
め 

そ
の
他 

特
に
目
的
は
決
ま
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 23  73.9  26.1  60.9  82.6  － 13.0  － 26.1  8.7  56.5  8.7  － － 

7 ～12 歳（小学生） 55  96.4  27.3  41.8  61.8  1.8  9.1  3.6  25.5  41.8  32.7  1.8  － － 

13～15 歳（中学生） 31  93.5  41.9  61.3  67.7  － 12.9  9.7  29.0  35.5  25.8  3.2  － 6.5  

16～18 歳（高校生など） 24  95.8  41.7  58.3  29.2  － 12.5  4.2  29.2  12.5  20.8  12.5  － － 

19～29 歳 100  31.0  52.0  61.0  56.0  11.0  26.0  5.0  23.0  7.0  20.0  6.0  2.0  1.0  

30～39 歳 116  34.5  36.2  55.2  61.2  21.6  23.3  8.6  19.8  4.3  31.9  7.8  0.9  0.9  

40～49 歳 180  43.9  23.3  67.2  67.2  31.7  21.7  6.7  24.4  2.2  27.8  6.7  2.8  0.6  

50～59 歳 172  39.5  12.8  79.1  65.1  37.8  20.3  3.5  23.8  2.3  28.5  9.9  1.7  1.2  

60 歳以上 141  31.2  9.2  70.2  63.8  33.3  18.4  7.1  25.5  7.1  27.0  6.4  0.7  2.8  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子どもで「通園・通学・通勤のため」の割合が高く、

約９割となっています。また、身体（軽度）で「買い物などの日常的な用事のため」の割合が、

知的・大人で「通所施設や作業所に通うため」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

通
園
・
通
学
・
通
勤
の
た
め 

通
所
施
設
や
作
業
所
に
通
う
た
め 

買
い
物
な
ど
の
日
常
的
な
用
事
の
た
め 

病
院
で
の
診
察
や
デ
イ
ケ
ア
に
行
く
た
め 

市
役
所
な
ど
公
的
な
手
続
き
の
た
め 

趣
味
の
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め 

グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る
た
め 

友
人
と
会
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
た
め 

習
い
ご
と
や
塾
な
ど
の
た
め 

散
歩
の
た
め 

そ
の
他 

特
に
目
的
は
決
ま
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

身体・子ども 41  80.5  14.6  53.7  73.2  － 4.9  4.9  34.1  24.4  39.0  2.4  － 2.4  

身体（重度） 163  35.6  17.2  66.9  71.2  31.3  21.5  8.0  22.1  3.7  26.4  4.3  － 1.2  

身体（軽度） 175  54.3  6.9  79.4  56.6  35.4  26.9  5.1  35.4  4.0  29.1  5.7  2.3  － 

知的・子ども 99  93.9  38.4  48.5  57.6  1.0  12.1  4.0  16.2  25.3  31.3  7.1  － 2.0  

知的・大人 180  27.2  58.3  55.0  53.9  7.2  20.6  8.9  17.8  5.6  25.6  8.9  1.7  1.1  

精神障がい 237  30.4  21.5  65.4  70.9  36.7  18.1  3.0  21.5  5.5  27.8  10.5  2.1  1.3  

 

 

問 15．普段どのくらいの割合で外出しますか。（新型コロナウイルスによる影響は除き

ます。）（○は 1 つだけ） 

「ほぼ毎日」の割合が 58.3％と最も高く、次いで「週に 2 ～4 回程度」の割合が 24.8％と

なっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日 週に2 ～4 回程度 週に1 回程度

月に1 ～2 回程度 年に数回程度 ほとんど外出しない

無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

58.3

61.2

24.8

22.9

7.7

7.3

4.1

4.1

0.8

0.7

2.7

2.7

1.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0～6歳（就学前）、7～12歳（小学生）、13～15歳（中学生）、

16～18歳（高校生など）で「ほぼ毎日」の割合が高く、８割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日 週に2 ～4 回程度 週に1 回程度

月に1 ～2 回程度 年に数回程度 ほとんど外出しない

無回答

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

87.0

89.1

83.9

87.5

64.0

53.4

56.7

48.8

45.4

4.3

5.5

6.5

4.2

22.0

27.6

26.1

30.2

34.8

4.3

3.6

4.2

6.0

7.8

7.8

11.6

8.5

4.3

3.2

4.2

2.0

5.2

5.6

2.9

5.7

0.9

1.7

1.2

0.7

1.8

3.2

4.0

4.3

1.7

2.3

3.5

3.2

2.0

0.9

0.6

2.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子どもで「ほぼ毎日」の割合が高く、約９割となって

います。また、身体（重度）、身体（軽度）、精神障がいで「週に 2～4回程度」の割合が高く、

約３割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日 週に2 ～4 回程度 週に1 回程度

月に1 ～2 回程度 年に数回程度 ほとんど外出しない

無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

78.0

50.9

58.9

88.9

69.4

40.5

7.3

28.8

28.6

4.0

18.3

32.9

9.8

9.2

8.6

1.0

6.1

11.4

4.9

2.5

2.3

3.0

1.1

8.9

1.8

1.1

1.3

3.7

1.1

2.0

2.8

2.5

3.1

0.6

1.0

1.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【身体障がいの部位別】 

身体障がいの部位別でみると、他に比べ、聴覚・平衡・音声・言語・そしゃくなどの障がいで

「ほぼ毎日」の割合が高く、約７割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サービス利用の有無別】 

サービス利用の有無別でみると、サービスを受けていない人に比べ、受けている人で「ほぼ毎

日」の割合が高く、約７割となっています。また、受けている人に比べ、受けていないで「週に

2～4回程度」「週に 1回程度」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

視覚障がい 31

聴覚・平衡・音声・
言語・そしゃくなどの
障がい

40

肢体障がい（体幹
機能障がいを含む）

216

心臓やじん臓などの
内部障がい

110

51.6

67.5

56.5

53.6

22.6

25.0

27.3

30.0

12.9

8.8

7.3

3.2

2.5

2.8

3.6

1.4

6.5

2.5

2.3

2.7

3.2

2.5

0.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

受けている 345

受けていない 497

69.3

50.9

20.3

28.0

4.3

10.1

2.3

5.2

0.6

1.0

2.6

2.8

0.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に2 ～4 回程度 週に1 回程度

月に1 ～2 回程度 年に数回程度 ほとんど外出しない

無回答
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問 16．外出したり、外出しようとするときに困ることはありますか。（新型コロナウイ

ルスによる影響は除きます。）（あてはまるものすべてに○） 

「健康や体力面で不安がある、疲れやすいこと」の割合が 33.6％と最も高く、次いで「他人と

のコミュニケーションがむずかしいこと」の割合が 30.8％、「電車やバスなどの利用がむずかし

いこと」の割合が 26.5％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

電車やバスなどの利用がむずかしいこと

まちがバリアフリーになっていないこと（段差や障

害物がある、音声案内や点字ブロック、案内表示

が整備されていないなど）

利用できるトイレが少ないこと

周囲の目が気になること

健康や体力面で不安がある、疲れやすいこと

他人とのコミュニケーションがむずかしいこと

人の多いところでは精神的に不安定になること

障がいや病気が原因で、突発的な行動をすること

があること

外出の準備がたいへんなこと

交通ルールがわからないので介助者が必要なこと

付き添いや介助者の確保がむずかしいこと

困ったときにどうしたらよいかわからないこと

その他

特に困ることはない

無回答

26.5

11.7

11.4

16.8

33.6

30.8

21.8

12.8

11.0

13.3

5.8

20.5

6.5

25.7

2.0

28.7

13.8

12.4

19.5

35.4

32.2

22.8

12.7

11.5

12.2

8.8

24.6

8.3

23.7

1.7

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、13～15歳（中学生）で「他人とのコミュニケーションがむずか

しいこと」「困ったときにどうしたらよいかわからないこと」の割合が高くなっています。また、

7～12歳（小学生）で「電車やバスなどの利用がむずかしいこと」の割合が、0～6歳（就学前）

で「まちがバリアフリーになっていないこと（段差や障害物がある、音声案内や点字ブロック、

案内表示が整備されていないなど）」「障がいや病気が原因で、突発的な行動をすることがあるこ

と」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

電
車
や
バ
ス
な
ど
の
利
用
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

ま
ち
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
（
段
差
や
障
害
物
が
あ
る
、

音
声
案
内
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
案
内
表
示
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
） 

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
少
な
い
こ
と 

周
囲
の
目
が
気
に
な
る
こ
と 

健
康
や
体
力
面
で
不
安
が
あ
る
、
疲
れ
や
す
い
こ
と 

他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

人
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
こ
と 

障
が
い
や
病
気
が
原
因
で
、
突
発
的
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と 

外
出
の
準
備
が
た
い
へ
ん
な
こ
と 

交
通
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い
の
で
介
助
者
が
必
要
な
こ
と 

付
き
添
い
や
介
助
者
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

困
っ
た
と
き
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
困
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

0 ～6 歳 
（就学前） 

23  30.4  30.4  21.7  21.7  26.1  34.8  13.0  34.8  17.4  26.1  4.3  13.0  13.0  4.3  － 

7 ～12 歳 
（小学生） 

55  49.1  16.4  12.7  12.7  18.2  58.2  18.2  25.5  18.2  32.7  3.6  23.6  7.3  10.9  1.8  

13～15 歳 
（中学生） 

31  38.7  6.5  16.1  32.3  12.9  64.5  32.3  29.0  16.1  35.5  － 51.6  3.2  9.7  3.2  

16～18 歳 
（高校生など） 

24  33.3  12.5  16.7  4.2  16.7  45.8  4.2  4.2  － 29.2  16.7  45.8  8.3  16.7  － 

19～29 歳 100  36.0  11.0  10.0  25.0  29.0  56.0  35.0  23.0  17.0  24.0  14.0  41.0  7.0  17.0  1.0  

30～39 歳 116  30.2  7.8  9.5  19.8  28.4  29.3  26.7  13.8  12.9  16.4  5.2  25.0  6.0  25.0  1.7  

40～49 歳 180  23.9  8.3  10.0  16.7  39.4  26.7  24.4  11.1  10.0  9.4  6.7  17.2  4.4  30.6  0.6  

50～59 歳 172  16.9  12.2  11.0  14.5  47.7  15.1  18.0  5.2  7.6  2.3  1.7  6.4  7.6  29.7  1.7  

60 歳以上 141  18.4  15.6  12.8  9.9  31.9  16.3  12.1  5.7  8.5  4.3  5.0  11.3  7.1  36.2  5.0  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、知的障害において、年齢が下がるにつれ「まちがバリアフリーになって

いないこと（段差や障害物がある、音声案内や点字ブロック、案内表示が整備されていないなど）」

「利用できるトイレが少ないこと」の割合が、年齢が上がるにつれ「人の多いところでは精神的

に不安定になること」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、知的・子ども、知

的・大人で「障がいや病気が原因で、突発的な行動をすることがあること」「交通ルールがわから

ないので介助者が必要なこと」「困ったときにどうしたらよいかわからないこと」の割合が高く

なっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

電
車
や
バ
ス
な
ど
の
利
用
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

ま
ち
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
（
段
差
や
障
害
物
が
あ
る
、

音
声
案
内
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
案
内
表
示
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
） 

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
少
な
い
こ
と 

周
囲
の
目
が
気
に
な
る
こ
と 

健
康
や
体
力
面
で
不
安
が
あ
る
、
疲
れ
や
す
い
こ
と 

他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

人
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
こ
と 

障
が
い
や
病
気
が
原
因
で
、
突
発
的
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と 

外
出
の
準
備
が
た
い
へ
ん
な
こ
と 

交
通
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い
の
で
介
助
者
が
必
要
な
こ
と 

付
き
添
い
や
介
助
者
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

困
っ
た
と
き
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
困
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

身体・子ども 41  43.9  36.6  29.3  12.2  36.6  24.4  9.8  9.8  29.3  19.5  7.3  9.8  7.3  14.6  － 

身体（重度） 163  30.1  24.5  19.0  8.6  45.4  14.1  8.6  4.3  16.0  6.1  7.4  6.1  6.1  26.4  1.8  

身体（軽度） 175  13.7  14.9  12.6  7.4  33.7  10.9  5.7  2.9  4.6  2.3  3.4  8.0  5.7  45.1  2.9  

知的・子ども 99  46.5  11.1  14.1  18.2  16.2  60.6  17.2  26.3  15.2  40.4  7.1  36.4  9.1  7.1  2.0  

知的・大人 180  42.2  7.8  10.6  18.9  18.9  55.0  28.9  23.9  11.1  32.8  12.8  44.4  5.0  18.9  1.7  

精神障がい 237  19.0  2.5  7.2  29.5  46.0  30.0  42.2  15.2  11.0  2.1  2.5  19.8  8.0  21.1  2.1  
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【身体障がいの部位別】 

身体障がいの部位別でみると、他に比べ、聴覚・平衡・音声・言語・そしゃくなどの障がいで

「他人とのコミュニケーションがむずかしいこと」の割合が高く、約４割となっています。また、

肢体障がい（体幹機能障がいを含む）で「電車やバスなどの利用がむずかしいこと」「まちがバリ

アフリーになっていないこと（段差や障害物がある、音声案内や点字ブロック、案内表示が整備

されていないなど）」の割合が高く、３割を超えています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

電
車
や
バ
ス
な
ど
の
利
用
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

ま
ち
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
（
段
差
や
障
害
物
が
あ
る
、

音
声
案
内
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
案
内
表
示
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
） 

利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
少
な
い
こ
と 

周
囲
の
目
が
気
に
な
る
こ
と 

健
康
や
体
力
面
で
不
安
が
あ
る
、
疲
れ
や
す
い
こ
と 

他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

人
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
こ
と 

障
が
い
や
病
気
が
原
因
で
、
突
発
的
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と 

外
出
の
準
備
が
た
い
へ
ん
な
こ
と 

交
通
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い
の
で
介
助
者
が
必
要
な
こ
と 

付
き
添
い
や
介
助
者
の
確
保
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

困
っ
た
と
き
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
困
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

視覚障がい 31  25.8  25.8  16.1  9.7  22.6  19.4  9.7  12.9  6.5  12.9  12.9  16.1  3.2  35.5  － 

聴覚・平衡・音声・言語・ 
そしゃくなどの障がい 

40  27.5  22.5  12.5  5.0  32.5  42.5  10.0  7.5  12.5  10.0  2.5  12.5  7.5  27.5  － 

肢体障がい 
（体幹機能障がいを含む） 

216  34.3  31.5  22.2  10.2  44.9  12.5  6.5  5.6  17.6  6.9  7.4  8.3  6.9  25.9  1.9  

心臓やじん臓などの 
内部障がい 

110  8.2  10.9  7.3  4.5  40.0  3.6  3.6  0.9  3.6  2.7  0.9  3.6  7.3  45.5  2.7  
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問 17．日常生活において困っていることや心配なことがありますか。現在の困っている

ことと将来の心配、それぞれについてお答えください。 

（それぞれあてはまるものすべてに○） 

現在の困っていることについては、「災害が起きたときのこと」の割合が 31.6％と最も高く、

次いで「本人の収入が十分でないこと」の割合が 30.6％、「急病になったときのこと」の割合が

25.2％となっています。 

将来の心配については、「本人の収入が十分でないこと」の割合が 57.6％と最も高く、次いで

「災害が起きたときのこと」の割合が 52.8％、「急病になったときのこと」の割合が 48.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

本人の収入が十分でないこと

介護者や介助者がいない、十
分でないこと

健康状態がわるいこと

障がいの程度がすすむこと

住まいの設備が不十分なこと

必要な福祉サービスを受けられ
ないこと

職場や地域の人間関係のこと

友人がいない、少ないこと

学校の勉強についていけないこ
と

学校の設備が不十分なこと

家族の負担が大きいこと

就職や進学のこと

住まいの確保が困難なこと

急病になったときのこと

災害が起きたときのこと

その他

特にない

無回答

30.6

4.3

18.4

15.7

6.2

5.3

12.3

20.0

4.2

1.4

22.3

12.7

1.5

25.2

31.6

3.8

10.4

23.6

57.6

31.5

28.4

40.4

15.7

19.0

25.8

26.1

6.3

2.1

37.1

21.4

14.7

48.9

52.8

5.0

6.2

8.8

0 20 40 60 80 100

現在の困っていること

（回答者数 = 852）

将来の心配

（回答者数 = 852）
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１．現在の困っていること 

【平成 29年度調査との比較】 

平成 29年度調査と比較すると、「健康状態がわるいこと」「家族の負担が大きいこと」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

本人の収入が十分でないこと

介護者や介助者がいない、十
分でないこと

健康状態がわるいこと

障がいの程度がすすむこと

住まいの設備が不十分なこと

必要な福祉サービスを受けられ
ないこと

職場や地域の人間関係のこと

友人がいない、少ないこと

学校の勉強についていけないこ
と

学校の設備が不十分なこと

家族の負担が大きいこと

就職や進学のこと

住まいの確保が困難なこと

急病になったときのこと

災害が起きたときのこと

その他

特にない

無回答

30.6

4.3

18.4

15.7

6.2

5.3

12.3

20.0

4.2

1.4

22.3

12.7

1.5

25.2

31.6

3.8

10.4

23.6

33.9

7.7

23.6

15.8

6.8

6.8

13.5

20.9

4.7

1.4

28.3

10.5

4.0

23.0

26.6

3.8

9.8

20.4

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、40～49歳で「本人の収入が十分でないこと」の割合が、13～15

歳（中学生）で「学校の勉強についていけないこと」「就職や進学のこと」「災害が起きたときの

こと」の割合が高く、４割を超えています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
収
入
が
十
分
で
な
い 

こ
と 

介
護
者
や
介
助
者
が
い
な
い
、 

十
分
で
な
い
こ
と 

健
康
状
態
が
わ
る
い
こ
と 

障
が
い
の
程
度
が
す
す
む 

こ
と 

住
ま
い
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と 

職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
の

こ
と 

友
人
が
い
な
い
、
少
な
い
こ
と 

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て 

い
け
な
い
こ
と 

0 ～6 歳（就学前） 23  － 4.3  8.7  17.4  8.7  － － 13.0  － 

7 ～12 歳（小学生） 55  1.8  3.6  3.6  12.7  9.1  － 5.5  27.3  29.1  

13～15 歳（中学生） 31  6.5  3.2  6.5  6.5  － 3.2  12.9  32.3  41.9  

16～18 歳（高校生など） 24  4.2  － － － － 4.2  － 20.8  8.3  

19～29 歳 100  37.0  7.0  18.0  16.0  4.0  9.0  19.0  30.0  1.0  

30～39 歳 116  39.7  6.0  12.9  10.3  1.7  4.3  18.1  29.3  0.9  

40～49 歳 180  45.6  4.4  25.6  17.2  7.8  6.7  13.9  20.0  1.7  

50～59 歳 172  31.4  4.1  27.3  20.3  9.3  4.7  12.2  14.5  － 

60 歳以上 141  24.8  2.8  17.7  18.4  6.4  6.4  7.1  7.1  － 
 

区分 

学
校
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

家
族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

就
職
や
進
学
の
こ
と 

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な 

こ
と 

急
病
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と 

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

0 ～6 歳（就学前） － 26.1  13.0  － 26.1  21.7  4.3  13.0  34.8   

7 ～12 歳（小学生） 10.9  25.5  27.3  3.6  36.4  36.4  1.8  7.3  20.0   

13～15 歳（中学生） 12.9  32.3  45.2  6.5  38.7  45.2  3.2  3.2  12.9   

16～18 歳（高校生など） 4.2  20.8  25.0  － 16.7  29.2  － 20.8  29.2   

19～29 歳 － 33.0  17.0  1.0  23.0  39.0  4.0  5.0  23.0   

30～39 歳 － 25.0  16.4  2.6  25.9  31.0  5.2  6.0  24.1   

40～49 歳 0.6  24.4  12.8  0.6  25.6  30.6  4.4  12.2  16.7   

50～59 歳 － 16.9  5.2  0.6  25.0  33.1  5.2  13.4  22.7   

60 歳以上 － 12.8  0.7  1.4  21.3  25.5  1.4  13.5  34.0   
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、精神障がいで「本人の収入が十分でないこと」「健康状態がわ

るいこと」「職場や地域の人間関係のこと」「友人がいない、少ないこと」「家族の負担が大きいこ

と」の割合が高くなっています。また、身体・子どもで「急病になったときのこと」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
収
入
が
十
分
で
な
い 

こ
と 

介
護
者
や
介
助
者
が
い
な
い
、 

十
分
で
な
い
こ
と 

健
康
状
態
が
わ
る
い
こ
と 

障
が
い
の
程
度
が
す
す
む 

こ
と 

住
ま
い
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と 

職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
の

こ
と 

友
人
が
い
な
い
、
少
な
い
こ
と 

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て 

い
け
な
い
こ
と 

身体・子ども 41  2.4  2.4  9.8  12.2  12.2  － － 9.8  17.1  

身体（重度） 163  27.6  4.9  20.2  18.4  8.0  6.1  8.0  8.0  － 

身体（軽度） 175  28.6  2.9  18.3  21.1  8.0  5.7  8.6  6.9  － 

知的・子ども 99  2.0  3.0  6.1  11.1  6.1  － 4.0  25.3  21.2  

知的・大人 180  30.0  8.3  11.1  12.2  1.1  8.3  16.1  23.3  1.7  

精神障がい 237  50.6  4.2  32.1  18.1  6.8  6.3  20.7  34.6  3.4  

 

区分 

学
校
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

家
族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

就
職
や
進
学
の
こ
と 

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な 

こ
と 

急
病
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と 

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

身体・子ども 17.1  31.7  19.5  2.4  43.9  39.0  2.4  14.6  17.1   

身体（重度） － 22.1  6.1  － 28.8  37.4  4.9  12.9  23.9   

身体（軽度） － 10.3  4.6  1.1  20.0  25.1  1.1  16.6  29.1   

知的・子ども 5.1  24.2  28.3  4.0  34.3  37.4  3.0  7.1  25.3   

知的・大人 － 23.3  7.2  1.1  27.2  37.2  3.3  6.7  28.9   

精神障がい 0.8  33.3  19.8  1.7  26.6  32.1  6.3  7.2  12.7   
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【難病の認定別】 

難病の認定別でみると、認定を受けていない人に比べ、受けている人で「健康状態がわるいこ

と」「障がいの程度がすすむこと」「住まいの設備が不十分なこと」「急病になったときのこと」

「災害が起きたときのこと」の割合が高くなっています。また、認定を受けている人に比べ、受

けていない人で「職場や地域の人間関係のこと」「友人がいない、少ないこと」の割合が高くなっ

ています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
収
入
が
十
分
で
な
い 

こ
と 

介
護
者
や
介
助
者
が
い
な
い
、 

十
分
で
な
い
こ
と 

健
康
状
態
が
わ
る
い
こ
と 

障
が
い
の
程
度
が
す
す
む 

こ
と 

住
ま
い
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と 

職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
の

こ
と 

友
人
が
い
な
い
、
少
な
い
こ
と 

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て 

い
け
な
い
こ
と 

受けている 93  26.9  7.5  28.0  28.0  15.1  3.2  6.5  14.0  8.6  

受けていない 732  31.3  3.7  17.3  13.9  5.2  5.5  13.3  20.5  3.8  

 

区分 

学
校
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

家
族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

就
職
や
進
学
の
こ
と 

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な 

こ
と 

急
病
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と 

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

受けている 4.3  25.8  17.2  3.2  48.4  49.5  1.1  6.5  20.4   

受けていない 1.1  21.6  12.4  1.4  22.5  29.6  4.2  11.3  23.5   
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【サービス利用の有無別】 

サービス利用の有無別でみると、サービスを受けていない人に比べ、受けている人で「友人が

いない、少ないこと」「就職や進学のこと」「急病になったときのこと」「災害が起きたときのこ

と」の割合が高くなっています。また、サービスを受けている人に比べ、受けていない人で「本

人の収入が十分でないこと」「健康状態がわるいこと」「特にない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
収
入
が
十
分
で
な
い 

こ
と 

介
護
者
や
介
助
者
が
い
な
い
、 

十
分
で
な
い
こ
と 

健
康
状
態
が
わ
る
い
こ
と 

障
が
い
の
程
度
が
す
す
む 

こ
と 

住
ま
い
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と 

職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
の

こ
と 

友
人
が
い
な
い
、
少
な
い
こ
と 

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て 

い
け
な
い
こ
と 

受けている 345  24.9  6.1  14.2  12.8  6.4  5.8  13.3  23.2  6.1  

受けていない 497  34.8  3.2  21.7  17.7  6.2  5.0  11.7  17.7  3.0  

 

区分 

学
校
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

家
族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

就
職
や
進
学
の
こ
と 

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な 

こ
と 

急
病
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と 

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

受けている 2.3  24.9  15.7  2.3  29.0  39.4  3.8  4.3  25.8   

受けていない 0.8  20.5  10.7  1.0  22.9  26.6  3.8  14.9  21.9   
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２．将来の心配 

【平成 29年度調査との比較】 

平成 29年度調査と比較すると、「災害が起きたときのこと」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

本人の収入が十分でないこと

介護者や介助者がいない、十
分でないこと

健康状態がわるいこと

障がいの程度がすすむこと

住まいの設備が不十分なこと

必要な福祉サービスを受けられ
ないこと

職場や地域の人間関係のこと

友人がいない、少ないこと

学校の勉強についていけないこ
と

学校の設備が不十分なこと

家族の負担が大きいこと

就職や進学のこと

住まいの確保が困難なこと

急病になったときのこと

災害が起きたときのこと

その他

特にない

無回答
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（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「職場や地域の人間関係のこと」「友人がいない、少ない

こと」「就職や進学のこと」の割合が高くなる傾向がみられます。また、19～29歳で「本人の収

入が十分でないこと」の割合が高く、７割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
収
入
が
十
分
で
な
い 

こ
と 

介
護
者
や
介
助
者
が
い
な
い
、 

十
分
で
な
い
こ
と 

健
康
状
態
が
わ
る
い
こ
と 

障
が
い
の
程
度
が
す
す
む 

こ
と 

住
ま
い
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と 

職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
の

こ
と 

友
人
が
い
な
い
、
少
な
い
こ
と 

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て 

い
け
な
い
こ
と 

0 ～6 歳（就学前） 23  52.2  47.8  26.1  60.9  21.7  30.4  52.2  34.8  69.6  

7 ～12 歳（小学生） 55  52.7  27.3  12.7  36.4  12.7  23.6  43.6  41.8  30.9  

13～15 歳（中学生） 31  67.7  45.2  16.1  25.8  9.7  29.0  48.4  32.3  32.3  

16～18 歳（高校生など） 24  66.7  45.8  4.2  20.8  8.3  12.5  29.2  37.5  － 

19～29 歳 100  74.0  44.0  29.0  30.0  13.0  28.0  35.0  38.0  － 

30～39 歳 116  63.8  36.2  30.2  35.3  13.8  27.6  31.0  33.6  6.0  

40～49 歳 180  59.4  33.9  32.8  46.1  17.8  17.8  21.7  22.8  1.1  

50～59 歳 172  54.7  23.8  33.7  44.8  17.4  10.5  16.3  16.3  0.6  

60 歳以上 141  40.4  18.4  27.0  44.0  18.4  12.1  14.9  17.0  0.7  
 

区分 

学
校
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

家
族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

就
職
や
進
学
の
こ
と 

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な 

こ
と 

急
病
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と 

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

0 ～6 歳（就学前） 21.7  52.2  82.6  30.4  65.2  69.6  4.3  － －  

7 ～12 歳（小学生） 10.9  41.8  72.7  18.2  49.1  54.5  3.6  1.8  9.1   

13～15 歳（中学生） 6.5  54.8  77.4  29.0  58.1  71.0  3.2  － 3.2   

16～18 歳（高校生など） － 45.8  50.0  41.7  58.3  58.3  － 8.3  8.3   

19～29 歳 － 56.0  23.0  22.0  58.0  65.0  11.0  4.0  3.0   

30～39 歳 3.4  42.2  17.2  20.7  52.6  54.3  6.0  5.2  6.9   

40～49 歳 － 37.8  16.1  11.7  51.7  49.4  6.1  7.8  7.8   

50～59 歳 0.6  27.3  6.4  10.5  43.6  50.0  5.2  9.3  9.3   

60 歳以上 － 21.3  2.1  2.8  36.9  41.1  0.7  7.1  17.7   
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「災害が起きたときのこと」の割合が、知的・

子どもで「就職や進学のこと」の割合が、精神障がいで「本人の収入が十分でないこと」の割合

が高く、約７割となっています。また、身体・子ども、知的・子ども、知的・大人で「急病にな

ったときのこと」の割合が高く、約６割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
収
入
が
十
分
で
な
い 

こ
と 

介
護
者
や
介
助
者
が
い
な
い
、 

十
分
で
な
い
こ
と 

健
康
状
態
が
わ
る
い
こ
と 

障
が
い
の
程
度
が
す
す
む 

こ
と 

住
ま
い
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と 

職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
の

こ
と 

友
人
が
い
な
い
、
少
な
い
こ
と 

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て 

い
け
な
い
こ
と 

身体・子ども 41  51.2  39.0  26.8  46.3  24.4  17.1  22.0  22.0  19.5  

身体（重度） 163  43.6  25.2  31.9  42.9  21.5  17.2  12.3  11.7  1.2  

身体（軽度） 175  49.7  21.1  27.4  46.9  16.6  13.1  14.9  14.9  1.7  

知的・子ども 99  65.7  46.5  13.1  33.3  11.1  27.3  47.5  41.4  30.3  

知的・大人 180  61.1  48.9  28.9  36.1  15.6  31.7  28.3  27.8  4.4  

精神障がい 237  68.4  28.3  35.0  41.4  16.0  17.7  34.2  38.4  5.5  

 

区分 

学
校
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

家
族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

就
職
や
進
学
の
こ
と 

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な 

こ
と 

急
病
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と 

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

身体・子ども 14.6  43.9  65.9  31.7  61.0  73.2  4.9  2.4  7.3   

身体（重度） 0.6  38.0  5.5  6.1  43.6  44.8  2.5  9.8  11.0   

身体（軽度） 0.6  20.0  5.7  6.9  40.6  47.4  2.3  9.1  12.6   

知的・子ども 9.1  52.5  68.7  33.3  57.6  60.6  3.0  2.0  6.1   

知的・大人 2.2  53.3  12.2  25.0  62.2  66.7  6.7  5.0  6.1   

精神障がい 1.3  35.4  26.2  13.5  47.7  50.6  9.3  4.6  6.8   
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【難病の認定別】 

難病の認定別でみると、認定を受けていない人に比べ、受けている人で「本人の収入が十分で

ないこと」「健康状態がわるいこと」「障がいの程度がすすむこと」「住まいの設備が不十分なこ

と」「必要な福祉サービスを受けられないこと」「学校の勉強についていけないこと」「家族の負担

が大きいこと」「就職や進学のこと」「住まいの確保が困難なこと」「急病になったときのこと」

「災害が起きたときのこと」の割合が高くなっています。また、認定を受けている人に比べ、受

けていない人で「特にない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
収
入
が
十
分
で
な
い 

こ
と 

介
護
者
や
介
助
者
が
い
な
い
、 

十
分
で
な
い
こ
と 

健
康
状
態
が
わ
る
い
こ
と 

障
が
い
の
程
度
が
す
す
む 

こ
と 

住
ま
い
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と 

職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
の

こ
と 

友
人
が
い
な
い
、
少
な
い
こ
と 

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て 

い
け
な
い
こ
と 

受けている 93  63.4  34.4  40.9  57.0  24.7  25.8  24.7  26.9  12.9  

受けていない 732  56.6  30.9  26.8  38.4  14.6  18.2  26.2  26.2  5.7  

 

区分 

学
校
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

家
族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

就
職
や
進
学
の
こ
と 

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な 

こ
と 

急
病
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と 

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

受けている 4.3  47.3  36.6  21.5  63.4  63.4  4.3  1.1  8.6   

受けていない 1.9  35.8  19.9  13.9  47.7  52.2  5.3  7.1  8.2   
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【サービス利用の有無別】 

サービス利用の有無別でみると、サービスを受けていない人に比べ、受けている人で「本人の

収入が十分でないこと」「介護者や介助者がいない、十分でないこと」「必要な福祉サービスを受

けられないこと」「職場や地域の人間関係のこと」「友人がいない、少ないこと」「学校の勉強につ

いていけないこと」「家族の負担が大きいこと」「就職や進学のこと」「住まいの確保が困難なこ

と」「急病になったときのこと」「災害が起きたときのこと」の割合が高くなっています。また、

サービスを受けている人に比べ、受けていない人で「特にない」の割合が高くなっています。 
 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

本
人
の
収
入
が
十
分
で
な
い 

こ
と 

介
護
者
や
介
助
者
が
い
な
い
、 

十
分
で
な
い
こ
と 

健
康
状
態
が
わ
る
い
こ
と 

障
が
い
の
程
度
が
す
す
む 

こ
と 

住
ま
い
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を 

受
け
ら
れ
な
い
こ
と 

職
場
や
地
域
の
人
間
関
係
の

こ
と 

友
人
が
い
な
い
、
少
な
い
こ
と 

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て 

い
け
な
い
こ
と 

受けている 345  65.5  47.0  27.0  41.4  17.1  28.4  36.8  32.8  10.7  

受けていない 497  52.3  20.9  29.8  39.8  15.1  12.9  18.3  21.5  3.2  

 

区分 

学
校
の
設
備
が
不
十
分
な 

こ
と 

家
族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

就
職
や
進
学
の
こ
と 

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な 

こ
と 

急
病
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と 

災
害
が
起
き
た
と
き
の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

 

受けている 3.5  50.1  32.8  24.6  61.4  66.1  6.1  1.7  5.2   

受けていない 1.2  28.0  13.5  8.0  40.8  44.3  4.4  9.5  10.7   
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問 17－1．問 17で「11．家族の負担が大きいこと」と回答された方におたずねします。 

ご家族の負担の内容はどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

「経済的な負担」の割合が 53.7％と最も高く、次いで「特定の家族にかかる介護や介助の負

担」の割合が 46.3％、「障がいに対する周囲の理解不足による精神的な負担」の割合が 39.2％

となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「障がいに対する周囲の理解不足による精神的な負担」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

通学、（通園）や通院時の送迎

障がいの重さや特性への対応
がむずかしいこと

長期休暇、土日、放課後の生活

経済的な負担

特定の家族にかかる介護や介
助の負担

障がいに対する周囲の理解不

足による精神的な負担

その他

無回答

31.0

33.2

24.4

53.7

46.3

39.2

9.4

2.3

32.7

36.2

22.7

57.7

43.5

45.0

9.6

1.5

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 352）

平成29年度調査

（回答者数 = 260）
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、年齢が下がるにつれ「通学、（通園）や通院時の送迎」「長期休暇、

土日、放課後の生活」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、0～6歳（就学前）

で「障がいの重さや特性への対応がむずかしいこと」の割合が高く、６割台半ばとなっています。 

位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

通
学
、（
通
園
）
や
通
院
時
の 

送
迎 

障
が
い
の
重
さ
や
特
性
へ
の 

対
応
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

長
期
休
暇
、
土
日
、
放
課
後
の 

生
活 

経
済
的
な
負
担 

特
定
の
家
族
に
か
か
る 

介
護
や
介
助
の
負
担 

障
が
い
に
対
す
る
周
囲
の 

理
解
不
足
に
よ
る
精
神
的 

な
負
担 

そ
の
他 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 12  66.7  66.7  75.0  50.0  50.0  41.7  25.0  － 

7 ～12 歳（小学生） 27  70.4  33.3  55.6  44.4  44.4  33.3  7.4  － 

13～15 歳（中学生） 20  50.0  50.0  40.0  45.0  45.0  55.0  － 5.0  

16～18 歳（高校生など） 11  63.6  36.4  45.5  54.5  36.4  27.3  － － 

19～29 歳 57  33.3  42.1  36.8  52.6  49.1  47.4  8.8  － 

30～39 歳 56  23.2  26.8  23.2  58.9  41.1  42.9  5.4  － 

40～49 歳 79  25.3  31.6  11.4  54.4  46.8  44.3  13.9  2.5  

50～59 歳 53  15.1  26.4  5.7  52.8  47.2  32.1  9.4  7.5  

60 歳以上 33  12.1  18.2  6.1  60.6  54.5  18.2  6.1  3.0  

 

【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「通学、（通園）や通院時の送迎」の割合が高

く、約８割となっています。また、知的・子どもで「長期休暇、土日、放課後の生活」の割合が、

身体（重度）で「特定の家族にかかる介護や介助の負担」の割合が高く、５割台半ばとなってい

ます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

通
学
、（
通
園
）
や
通
院
時
の 

送
迎 

障
が
い
の
重
さ
や
特
性
へ
の 

対
応
が
む
ず
か
し
い
こ
と 

長
期
休
暇
、
土
日
、
放
課
後
の 

生
活 

経
済
的
な
負
担 

特
定
の
家
族
に
か
か
る 

介
護
や
介
助
の
負
担 

障
が
い
に
対
す
る
周
囲
の 

理
解
不
足
に
よ
る
精
神
的 

な
負
担 

そ
の
他 

無
回
答 

身体・子ども 24  83.3  37.5  50.0  54.2  45.8  20.8  8.3  － 

身体（重度） 69  34.8  20.3  14.5  50.7  56.5  18.8  11.6  4.3  

身体（軽度） 38  21.1  18.4  7.9  57.9  50.0  21.1  5.3  5.3  

知的・子ども 55  61.8  50.9  56.4  50.9  45.5  45.5  7.3  － 

知的・大人 100  28.0  39.0  41.0  39.0  50.0  42.0  9.0  2.0  

精神障がい 106  15.1  26.4  4.7  65.1  31.1  50.0  12.3  4.7  
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問 17－2．問 17で「13．住まいの確保が困難なこと」と回答された方におたずねします。 

困難な内容はどれですか（あてはまるものすべてに○） 

「グループホームなどが不足している」の割合が 44.2％と最も高く、次いで「アパートなど

の家賃が高い」の割合が 27.9％、「障がいを理由にアパートなどが借りられない」の割合が

13.2％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「グループホームなどが不足している」の割合が増加していま

す。一方、「アパートなどの家賃が高い」「障がいを理由にアパートなどが借りられない」「バリア

フリーのアパートなどが少ない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・大人で「グループホームなどが不足している」の割合

が高く、約７割となっています。また、身体（軽度）、精神障がいで「アパートなどの家賃が高い」

の割合が高く、約５割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
家
賃
が 

高
い 

障
が
い
を
理
由
に
ア
パ
ー
ト 

な
ど
が
借
り
ら
れ
な
い 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
が 

不
足
し
て
い
る 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ア
パ
ー
ト 

な
ど
が
少
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

身体・子ども 13  － 15.4  30.8  15.4  23.1  23.1  

身体（重度） 10  40.0  10.0  30.0  20.0  － 30.0  

身体（軽度） 12  50.0  － 16.7  16.7  25.0  16.7  

知的・子ども 34  8.8  11.8  50.0  5.9  23.5  17.6  

知的・大人 46  19.6  10.9  69.6  － 10.9  10.9  

精神障がい 33  51.5  18.2  18.2  3.0  24.2  12.1  

  

％

アパートなどの家賃が高い

障がいを理由にアパートなどが
借りられない

グループホームなどが不足して
いる

バリアフリーのアパートなどが
少ない

その他

無回答

27.9

13.2

44.2

6.2

19.4

12.4

54.1

18.9

10.8

18.9

32.4

10.8

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 129）

平成29年度調査

（回答者数 = 37）
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【住まいの種類別】 

住まいの種類別でみると、他に比べ、賃貸住宅で「アパートなどの家賃が高い」の割合が高く、

７割台半ばとなっています。また、持ち家（家族や親族の持ち家も含む）で「グループホームな

どが不足している」の割合が高く、約５割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
家
賃
が 

高
い 

障
が
い
を
理
由
に
ア
パ
ー
ト 

な
ど
が
借
り
ら
れ
な
い 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
が 

不
足
し
て
い
る 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ア
パ
ー
ト 

な
ど
が
少
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

持ち家（家族や親族の持ち家も含む） 94  18.1  12.8  51.1  4.3  22.3  9.6  

賃貸住宅 24  75.0  16.7  16.7  16.7  12.5  12.5  

市営住宅・県営住宅 － － － － － － － 

グループホーム 3  － － 66.7  － － 33.3  

福祉ホーム 2  50.0  － － － 50.0  － 

寮・社宅など － － － － － － － 

病院（１年以上の長期入院） 2  － － 100.0  － － － 

その他 1  － － － － － 100.0  
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３ 障害福祉サービスなどの利用について 

問 18．あなたは、現在、障害福祉サービス、児童通所サービスまたは地域生活支援事業

を受けていますか。（○は 1 つだけ） 

「受けている」の割合が 40.5％、「受けていない」の割合が 58.3％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、年齢が下がるにつれ「受けている」の割合が高くなる傾向がみら

れ、0～6歳（就学前）で９割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

95.7

74.5

61.3

70.8

65.0

52.6

32.2

19.2

17.0

4.3

21.8

38.7

29.2

35.0

45.7

67.2

79.1

81.6

3.6

1.7

0.6

1.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

40.5

40.8

58.3

58.5

1.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子どもで「受けている」の割合が高く、約８割となっ

ています。また、身体（軽度）で「受けていない」の割合が高く、約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【難病の認定別】 

難病の認定別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

61.0

25.8

10.9

81.8

75.0

32.9

36.6

73.6

88.6

16.2

24.4

65.4

2.4

0.6

0.6

2.0

0.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

受けている 93

受けていない 732

39.8

40.7

59.1

58.5

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【家族構成別】 

家族構成別でみると、他に比べ、施設や寮の職員や仲間で「受けている」の割合が高く、約９

割となっています。また、夫婦のみで「受けていない」の割合が高く、９割台半ばとなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

一人ぐらし
（あなたのみ）

52

夫婦のみ 87

二世代世帯
（あなたと子）

145

二世代世帯
（親とあなた）

413

三世代世帯
（あなた・子・孫）

3

三世代世帯
（親・あなた・子）

21

三世代世帯
（祖父母・親・あなた）

33

あなたと兄弟姉妹 10

施設や寮の職員や
仲間

13

その他 39

28.8

4.6

12.4

55.4

33.3

14.3

72.7

30.0

92.3

41.0

71.2

94.3

86.2

43.1

66.7

85.7

27.3

70.0

7.7

56.4

1.1

1.4

1.5

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【必要な支援・サービス別】 

必要な支援・サービス別でみると、他に比べ、生活介護・地域活動支援センターなどの日中活

動の場、短期入所や日中一時支援などの緊急時の預かり支援、放課後等デイサービス・児童発達

支援などの療育支援で「受けている」の割合が高く、８割台半ばとなっています。また、特にな

いで「受けていない」の割合が高く、約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受けている 受けていない 無回答

回答者数 =

グループホーム・福祉ホーム・
入所施設などの生活や居住の
場

188

自宅などを訪問し、介護してくれ
るホームヘルプサービス

95

生活介護・地域活動支援セン
ターなどの日中活動の場

111

就労訓練・自立訓練などの支援 159

同行援護・行動援護・移動支援
などの外出するための支援

171

短期入所や日中一時支援など
の緊急時の預かり支援

129

放課後等デイサービス・児童発
達支援などの療育支援

79

車いす・補聴器などの補装具や
日常生活に必要な用具の普及
や充実

92

福祉サービスを利用するための
情報提供や身近な相談窓口

235

その他 44

特にない 262

78.2

52.6

85.6

58.5

70.8

86.0

86.1

42.4

46.0

34.1

12.2

21.3

47.4

14.4

40.9

28.7

14.0

13.9

57.6

52.8

65.9

87.8

0.5

0.6

0.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 19．問 18で「1 ．受けている」と回答された方におたずねします。 

どのサービスを受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

「移動支援」の割合が 24.6％と最も高く、次いで「放課後等デイサービス」の割合が 23.2％、

「生活介護」の割合が 19.7％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 29年度調査には、「就労定着支援」「安心生活相談事業」「ひとり暮らし体験事業」の選択肢はありませんでした。 

 

  

％

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

行動援護

同行援護

短期入所

生活介護

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

就労移行支援

就労定着支援

グループホーム

自立訓練（機能訓練・生活訓
練）

宿泊型自立訓練

児童発達支援

放課後等デイサービス

日中一時支援

移動支援

福祉ホーム

地域活動支援センター

訪問入浴

安心生活相談事業

ひとり暮らし体験事業

無回答

9.6

1.4

13.6

4.3

18.3

19.7

7.2

15.1

3.8

2.0

7.5

4.3

1.2

7.5

23.2

12.5

24.6

2.9

13.6

1.7

1.4

0.9

1.4

13.6

1.1

13.3

2.7

17.6

18.4

6.1

13.6

6.1

－

4.5

5.6

0.5

4.5

22.9

15.7

25.6

3.7

16.3

1.9

－

－

1.9

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 345）

平成29年度調査

（回答者数 = 375）
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、7～12歳（小学生）、13～15歳（中学生）、16～18歳（高校生

など）で「放課後等デイサービス」の割合が高く、９割を超えています。また、16～18歳（高

校生など）で「移動支援」の割合が、19～29歳で「生活介護」の割合が高く、約５割となって

います。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

居
宅
介
護 

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
） 

重
度
訪
問
介
護 

行
動
援
護 

同
行
援
護 

短
期
入
所 

生
活
介
護 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

就
労
移
行
支
援 

就
労
定
着
支
援 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

0 ～6 歳（就学前） 22  － 9.1  － － － － － － － － － 

7 ～12 歳（小学生） 41  2.4  4.9  7.3  － 4.9  － － － － － － 

13～15 歳（中学生） 19  － － 5.3  － 15.8  － － － － － － 

16～18 歳（高校生など） 17  － － 5.9  － 17.6  － － － 5.9  － － 

19～29 歳 65  4.6  － 26.2  3.1  32.3  50.8  7.7  13.8  4.6  6.2  1.5  

30～39 歳 61  13.1  1.6  14.8  6.6  27.9  27.9  9.8  26.2  9.8  1.6  13.1  

40～49 歳 58  10.3  － 17.2  5.2  17.2  22.4  5.2  20.7  3.4  3.4  15.5  

50～59 歳 33  36.4  － 6.1  12.1  12.1  6.1  24.2  21.2  － － － 

60 歳以上 24  12.5  － 12.5  8.3  12.5  8.3  － 29.2  4.2  － 25.0  
 

区分 

自
立
訓
練 

（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
） 

宿
泊
型
自
立
訓
練 

児
童
発
達
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

日
中
一
時
支
援 

移
動
支
援 

福
祉
ホ
ー
ム 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

訪
問
入
浴 

安
心
生
活
相
談
事
業 

ひ
と
り
暮
ら
し
体
験
事
業 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 22.7  － 86.4  － 4.5  － － － － － － － 

7 ～12 歳（小学生） 2.4  － 14.6  92.7  7.3  19.5  － － 7.3  － － － 

13～15 歳（中学生） 5.3  － 5.3  100.0  15.8  42.1  － － 5.3  － － － 

16～18 歳（高校生など） － － － 94.1  11.8  52.9  － 5.9  － － － － 

19～29 歳 4.6  1.5  － 3.1  24.6  29.2  － 10.8  － 3.1  1.5  － 

30～39 歳 3.3  1.6  － 1.6  11.5  31.1  8.2  26.2  1.6  1.6  1.6  3.3  

40～49 歳 － 1.7  － 3.4  10.3  20.7  3.4  20.7  － 1.7  1.7  1.7  

50～59 歳 3.0  3.0  － 3.0  6.1  12.1  3.0  21.2  3.0  － － 3.0  

60 歳以上 8.3  － － 4.2  12.5  16.7  8.3  12.5  － 4.2  － 4.2  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子どもで「放課後等デイサービス」の割合が高く、７

割台半ばとなっています。また、身体（重度）で「生活介護」の割合が高く、４割台半ばとなっ

ています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

居
宅
介
護 

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
） 

重
度
訪
問
介
護 

行
動
援
護 

同
行
援
護 

短
期
入
所 

生
活
介
護 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

就
労
移
行
支
援 

就
労
定
着
支
援 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

身体・子ども 25  4.0  16.0  8.0  － 12.0  － － － － － － 

身体（重度） 42  33.3  2.4  19.0  14.3  28.6  45.2  2.4  4.8  2.4  － 14.3  

身体（軽度） 19  15.8  － 10.5  5.3  10.5  31.6  10.5  10.5  － － 5.3  

知的・子ども 81  － 2.5  6.2  － 9.9  － － － － － － 

知的・大人 135  8.1  0.7  28.9  5.2  35.6  41.5  8.9  21.5  2.2  0.7  13.3  

精神障がい 78  9.0  － 1.3  2.6  2.6  2.6  11.5  28.2  11.5  7.7  1.3  

 

区分 

自
立
訓
練 

（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
） 

宿
泊
型
自
立
訓
練 

児
童
発
達
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

日
中
一
時
支
援 

移
動
支
援 

福
祉
ホ
ー
ム 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

訪
問
入
浴 

安
心
生
活
相
談
事
業 

ひ
と
り
暮
ら
し
体
験
事
業 

無
回
答 

身体・子ども 12.0  － 24.0  56.0  12.0  24.0  － 4.0  16.0  － － － 

身体（重度） 7.1  － － 4.8  16.7  40.5  4.8  16.7  4.8  2.4  2.4  4.8  

身体（軽度） 5.3  5.3  － － 5.3  21.1  10.5  15.8  － － － 10.5  

知的・子ども 6.2  － 25.9  76.5  9.9  28.4  － 1.2  2.5  － － － 

知的・大人 1.5  2.2  － 3.7  23.7  35.6  5.2  13.3  － 2.2  2.2  0.7  

精神障がい 2.6  1.3  2.6  9.0  1.3  1.3  1.3  28.2  － 2.6  － 2.6  
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【難病の認定別】 

難病の認定別でみると、認定を受けていない人に比べ、受けている人で「重度訪問介護」「自立

訓練（機能訓練・生活訓練）」「放課後等デイサービス」「訪問入浴」の割合が高くなっています。

また、認定を受けている人に比べ、受けていない人で「行動援護」「短期入所」「生活介護」「就労

継続支援Ａ型」「地域活動支援センター」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

居
宅
介
護 

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
） 

重
度
訪
問
介
護 

行
動
援
護 

同
行
援
護 

短
期
入
所 

生
活
介
護 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

就
労
移
行
支
援 

就
労
定
着
支
援 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

受けている 37  10.8  10.8  8.1  2.7  2.7  8.1  2.7  10.8  － － 8.1  

受けていない 298  9.4  0.3  14.1  4.7  19.5  21.1  7.7  15.4  4.4  2.3  7.4  

 

区分 

自
立
訓
練 

（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
） 

宿
泊
型
自
立
訓
練 

児
童
発
達
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

日
中
一
時
支
援 

移
動
支
援 

福
祉
ホ
ー
ム 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

訪
問
入
浴 

安
心
生
活
相
談
事
業 

ひ
と
り
暮
ら
し
体
験
事
業 

無
回
答 

受けている 10.8  － 10.8  37.8  13.5  27.0  2.7  2.7  8.1  5.4  － － 

受けていない 3.7  1.0  7.4  22.1  12.1  24.2  3.0  14.1  1.0  1.0  0.7  1.7  
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問 20．問 18で「2 ．受けていない」と回答された方におたずねします。 

受けていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「利用しなくても生活できるから」の割合が 65.4％と最も高く、次いで「家族の介護や介助

を受けているから」の割合が 21.3％、「サービスがあることを知らないから」の割合が 14.3％

となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

利用しなくても生活できるから

家族の介護や介助を受けてい
るから

他人に家に入ってほしくないか
ら

利用者負担（利用料金）が高い
から

利用の手続きの仕方がわから
ないから

利用したいサービスがないから

送迎がないなど利用しにくいか
ら

サービスがあることを知らない
から

入退院をくり返しているから

以前に利用してよくない印象が
あるから

サービスを利用することに気持
ちが向かないから

その他

無回答

65.4

21.3

6.4

5.0

6.2

6.4

3.0

14.3

1.8

2.8

8.7

6.4

0.8

65.2

21.9

7.8

5.6

10.0

7.1

3.0

16.0

2.6

2.4

10.6

6.1

1.9

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 497）

平成29年度調査

（回答者数 = 538）
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【年齢別】 

年齢別でみると、13 歳以上で年齢が下がるにつれ「家族の介護や介助を受けているから」の

割合が高くなる傾向がみられます。また、60 歳以上で「利用しなくても生活できるから」の割

合が高く、７割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
な
く
て
も
生
活
で
き
る
か
ら 

家
族
の
介
護
や
介
助
を
受
け
て
い
る
か
ら 

他
人
に
家
に
入
っ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら 

利
用
者
負
担
（
利
用
料
金
）
が
高
い
か
ら 

利
用
の
手
続
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
か
ら 

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
か
ら 

送
迎
が
な
い
な
ど
利
用
し
に
く
い
か
ら 

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら 

入
退
院
を
く
り
返
し
て
い
る
か
ら 

以
前
に
利
用
し
て
よ
く
な
い
印
象
が
あ
る 

か
ら 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
気
持
ち
が 

向
か
な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 1  － 100.0  － － － － － － － － － － － 

7 ～12 歳（小学生） 12  58.3  16.7  － 16.7  － 25.0  25.0  － － 16.7  8.3  16.7  － 

13～15 歳（中学生） 12  58.3  33.3  － － 8.3  16.7  － 8.3  － 8.3  25.0  16.7  － 

16～18 歳（高校生など） 7  100.0  14.3  － － － 14.3  － － － － － － － 

19～29 歳 35  48.6  25.7  11.4  5.7  2.9  5.7  2.9  25.7  － 2.9  14.3  14.3  － 

30～39 歳 53  54.7  26.4  5.7  3.8  11.3  11.3  1.9  20.8  1.9  3.8  11.3  5.7  1.9  

40～49 歳 121  63.6  26.4  6.6  7.4  8.3  7.4  2.5  16.5  2.5  1.7  9.9  4.1  － 

50～59 歳 136  66.2  18.4  7.4  3.7  7.4  2.9  2.9  14.0  1.5  3.7  8.1  8.1  － 

60 歳以上 115  76.5  14.8  5.2  4.3  2.6  4.3  2.6  9.6  2.6  0.9  4.3  2.6  2.6  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体（軽度）で「利用しなくても生活できるから」の割合が

高く、約８割となっています。また、知的・子どもで「利用したいサービスがないから」の割合

が高く、約４割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
な
く
て
も
生
活
で
き
る
か
ら 

家
族
の
介
護
や
介
助
を
受
け
て
い
る
か
ら 

他
人
に
家
に
入
っ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら 

利
用
者
負
担
（
利
用
料
金
）
が
高
い
か
ら 

利
用
の
手
続
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
か
ら 

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
か
ら 

送
迎
が
な
い
な
ど
利
用
し
に
く
い
か
ら 

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら 

入
退
院
を
く
り
返
し
て
い
る
か
ら 

以
前
に
利
用
し
て
よ
く
な
い
印
象
が
あ
る 

か
ら 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
気
持
ち
が 

向
か
な
い
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

身体・子ども 15  73.3  26.7  － 6.7  － － 6.7  6.7  － － 13.3  13.3  － 

身体（重度） 120  75.0  28.3  2.5  4.2  2.5  4.2  1.7  9.2  1.7  0.8  5.8  2.5  1.7  

身体（軽度） 155  79.4  10.3  3.2  2.6  3.2  1.3  1.3  12.9  0.6  0.6  2.6  3.2  0.6  

知的・子ども 16  56.3  12.5  － 12.5  6.3  37.5  12.5  － － 18.8  18.8  12.5  － 

知的・大人 44  63.6  34.1  11.4  － 4.5  2.3  2.3  18.2  2.3  4.5  4.5  6.8  2.3  

精神障がい 155  41.3  25.2  12.9  9.7  11.6  11.0  4.5  20.0  3.9  5.8  16.1  11.6  0.6  
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問 21．あなたが毎日生活を送るうえで、今後、特に必要な支援・サービスはどれです

か。（あてはまるものすべてに○） 

「特にない」の割合が 30.8％と最も高く、次いで「福祉サービスを利用するための情報提供

や身近な相談窓口」の割合が 27.6％、「グループホーム・福祉ホーム・入所施設などの生活や居

住の場」の割合が 22.1％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「特にない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）

％

グループホーム・福祉ホーム・
入所施設などの生活や居住の場

自宅などを訪問し、介護してくれる
ホームヘルプサービス

生活介護・地域活動支援センターなど
の日中活動の場

就労訓練・自立訓練などの支援

同行援護・行動援護・移動支援などの
外出するための支援

短期入所や日中一時支援などの
緊急時の預かり支援

放課後等デイサービス・児童発達
支援などの療育支援

車いす・補聴器などの補装具や日常
生活に必要な用具の普及や充実

福祉サービスを利用するための
情報提供や身近な相談窓口

その他

特にない

無回答

22.1

11.2

13.0

18.7

20.1

15.1

9.3

10.8

27.6

5.2

30.8

4.8

24.0

13.6

16.6

19.8

18.8

17.0

8.0

9.8

28.5

4.7

21.3

3.5

0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、年齢が下がるにつれ「放課後等デイサービス・児童発達支援など

の療育支援」の割合が、年齢が高くなるにつれ「特にない」の割合が高くなる傾向がみられます。

また、他に比べ、13～15歳（中学生）で「就労訓練・自立訓練などの支援」の割合が高く、約

５割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
福
祉
ホ
ー
ム
・ 

入
所
施
設
な
ど
の
生
活
や
居
住
の
場 

自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
介
護
し
て
く
れ
る 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

生
活
介
護
・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

な
ど
の
日
中
活
動
の
場 

就
労
訓
練
・
自
立
訓
練
な
ど
の
支
援 

同
行
援
護
・
行
動
援
護
・
移
動
支
援
な
ど
の 

外
出
す
る
た
め
の
支
援 

短
期
入
所
や
日
中
一
時
支
援
な
ど
の 

緊
急
時
の
預
か
り
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
児
童
発
達
支
援 

な
ど
の
療
育
支
援 

車
い
す
・
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
や
日
常 

生
活
に
必
要
な
用
具
の
普
及
や
充
実 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の 

情
報
提
供
や
身
近
な
相
談
窓
口 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 23  13.0  8.7  26.1  21.7  8.7  26.1  78.3  17.4  26.1  － 8.7  － 

7 ～12 歳（小学生） 55  27.3  9.1  14.5  30.9  29.1  34.5  65.5  12.7  27.3  3.6  7.3  1.8  

13～15 歳（中学生） 31  35.5  6.5  22.6  48.4  29.0  29.0  41.9  3.2  45.2  3.2  16.1  3.2  

16～18 歳（高校生など） 24  41.7  8.3  20.8  25.0  29.2  20.8  25.0  － 25.0  4.2  25.0  － 

19～29 歳 100  41.0  13.0  24.0  25.0  32.0  35.0  1.0  8.0  27.0  4.0  17.0  3.0  

30～39 歳 116  32.8  6.9  18.1  19.8  25.0  17.2  1.7  6.9  23.3  10.3  25.9  6.0  

40～49 歳 180  16.7  12.8  12.2  21.7  19.4  8.9  1.7  10.0  25.0  7.8  35.0  4.4  

50～59 歳 172  14.5  12.8  7.6  11.6  13.4  5.8  － 14.5  29.7  2.9  41.3  4.7  

60 歳以上 141  9.2  12.8  3.5  5.7  12.8  5.7  － 14.2  29.1  2.8  43.3  7.1  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子どもで「放課後等デイサービス・児童発達支援など

の療育支援」の割合が高く、約６割となっています。また、知的・大人で「グループホーム・福

祉ホーム・入所施設などの生活や居住の場」の割合が、身体（軽度）で「特にない」の割合が高

く、約５割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
福
祉
ホ
ー
ム
・ 

入
所
施
設
な
ど
の
生
活
や
居
住
の
場 

自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
介
護
し
て
く
れ
る 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

生
活
介
護
・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

な
ど
の
日
中
活
動
の
場 

就
労
訓
練
・
自
立
訓
練
な
ど
の
支
援 

同
行
援
護
・
行
動
援
護
・
移
動
支
援
な
ど
の 

外
出
す
る
た
め
の
支
援 

短
期
入
所
や
日
中
一
時
支
援
な
ど
の 

緊
急
時
の
預
か
り
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
児
童
発
達
支
援 

な
ど
の
療
育
支
援 

車
い
す
・
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
や
日
常 

生
活
に
必
要
な
用
具
の
普
及
や
充
実 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の 

情
報
提
供
や
身
近
な
相
談
窓
口 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

身体・子ども 41  17.1  19.5  24.4  14.6  22.0  31.7  41.5  29.3  24.4  4.9  22.0  4.9  

身体（重度） 163  14.1  14.1  11.0  8.6  18.4  9.2  － 20.9  23.9  5.5  43.6  3.7  

身体（軽度） 175  8.6  6.9  4.6  9.1  13.1  2.9  － 16.6  22.3  2.3  51.4  5.1  

知的・子ども 99  37.4  8.1  22.2  35.4  29.3  35.4  59.6  5.1  32.3  2.0  7.1  2.0  

知的・大人 180  52.2  12.8  26.1  15.0  39.4  34.4  2.8  7.8  25.0  5.6  15.6  5.6  

精神障がい 237  13.1  13.5  11.0  28.7  12.7  6.8  2.5  3.8  32.5  7.2  25.7  5.5  
 

【難病の認定別】 

難病の認定別でみると、認定を受けていない人に比べ、受けている人で「同行援護・行動援護・

移動支援などの外出するための支援」「短期入所や日中一時支援などの緊急時の預かり支援」「放

課後等デイサービス・児童発達支援などの療育支援」「車いす・補聴器などの補装具や日常生活に

必要な用具の普及や充実」の割合が高くなっています。また、認定を受けている人に比べ、受け

ていない人で「特にない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
福
祉
ホ
ー
ム
・ 

入
所
施
設
な
ど
の
生
活
や
居
住
の
場 

自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
介
護
し
て
く
れ
る 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

生
活
介
護
・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

な
ど
の
日
中
活
動
の
場 

就
労
訓
練
・
自
立
訓
練
な
ど
の
支
援 

同
行
援
護
・
行
動
援
護
・
移
動
支
援
な
ど
の 

外
出
す
る
た
め
の
支
援 

短
期
入
所
や
日
中
一
時
支
援
な
ど
の 

緊
急
時
の
預
か
り
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
児
童
発
達
支
援 

な
ど
の
療
育
支
援 

車
い
す
・
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
や
日
常 

生
活
に
必
要
な
用
具
の
普
及
や
充
実 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の 

情
報
提
供
や
身
近
な
相
談
窓
口 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

受けている 93  21.5  14.0  12.9  16.1  28.0  21.5  15.1  25.8  30.1  8.6  25.8  1.1  

受けていない 732  21.7  10.7  13.0  19.3  19.3  14.1  8.9  8.9  27.2  4.8  32.1  4.2  
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【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、他に比べ、介助者が 30歳代～40歳代で「放課後等デイサービス・

児童発達支援などの療育支援」の割合が高く、４割台半ばとなっています。また、70 歳以上で

「自宅などを訪問し、介護してくれるホームヘルプサービス」の割合が高く、約２割となってい

ます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
福
祉
ホ
ー
ム
・ 

入
所
施
設
な
ど
の
生
活
や
居
住
の
場 

自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
介
護
し
て
く
れ
る 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

生
活
介
護
・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

な
ど
の
日
中
活
動
の
場 

就
労
訓
練
・
自
立
訓
練
な
ど
の
支
援 

同
行
援
護
・
行
動
援
護
・
移
動
支
援
な
ど
の 

外
出
す
る
た
め
の
支
援 

短
期
入
所
や
日
中
一
時
支
援
な
ど
の 

緊
急
時
の
預
か
り
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
児
童
発
達
支
援 

な
ど
の
療
育
支
援 

車
い
す
・
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
や
日
常 

生
活
に
必
要
な
用
具
の
普
及
や
充
実 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の 

情
報
提
供
や
身
近
な
相
談
窓
口 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

30 歳未満 4  25.0  － － － － 25.0  － 25.0  25.0  25.0  50.0  － 

30 歳代～40 歳代 113  27.4  10.6  20.4  33.6  28.3  31.0  46.0  16.8  35.4  2.7  8.8  2.7  

50 歳代～60 歳代 170  38.8  13.5  20.0  26.5  30.0  28.2  7.1  10.6  34.1  4.7  11.8  4.1  

70 歳以上 79  35.4  22.8  19.0  17.7  29.1  22.8  1.3  10.1  35.4  8.9  16.5  6.3  
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４ 保健・医療について 

問 22．あなたの現在の通院状況（リハビリを含む）は、どれですか。（○は 1 つだけ） 

「1 か月に 2 回以上」の割合が 25.4％と最も高く、次いで「1 か月に 1 回程度」の割合が

24.5％、「2 ～3 か月に 1 回程度」の割合が 22.7％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0～6歳（就学前）で「1か月に 2回以上」の割合が高く、約８

割となっています。また、13～15歳（中学生）で「2～3か月に 1回程度」の割合が高く、約

４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

82.6

23.6

9.7

12.5

15.0

19.0

30.6

29.1

24.1

4.3

14.5

12.9

16.7

26.0

33.6

24.4

27.3

24.1

27.3

38.7

16.7

25.0

22.4

18.3

19.2

29.8

4.3

12.7

9.7

16.7

6.0

4.3

2.2

4.7

4.3

3.6

3.2

8.3

5.0

1.7

3.3

4.7

7.1

0.9

2.2

2.9

2.8

8.7

14.5

25.8

29.2

21.0

14.7

15.6

11.0

6.4

3.6

2.0

3.4

3.3

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1か月に2回以上 1か月に1回程度

2～3か月に1回程度 半年に1回程度

年に1回または数年に1回程度 入院中

定期的に通院していない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

25.4

24.7

24.5

27.2

22.7

19.1

5.2

5.4

4.3

4.6

1.6

1.6

14.1

15.1

2.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「1か月に 2回以上」の割合が高く、５割台

半ばとなっています。また、精神障がいで「1か月に 1回程度」の割合が高く、約４割となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

56.1

32.5

18.3

23.2

14.4

30.8

12.2

20.2

16.6

11.1

23.3

41.8

22.0

28.8

23.4

21.2

26.7

13.9

2.4

3.1

8.6

14.1

3.9

2.1

2.4

0.6

14.3

4.0

2.8

0.4

3.7

0.6

4.2

2.4

8.6

17.1

24.2

23.3

4.6

2.4

2.5

1.7

2.0

5.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1か月に2回以上 1か月に1回程度

2～3か月に1回程度 半年に1回程度

年に1回または数年に1回程度 入院中

定期的に通院していない 無回答
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問 23．医療を受ける上で困っていることはありますか。（○は主なもの 3 つまで） 

「特に困っていることはない」の割合が 34.0％と最も高く、次いで「医療費の負担が大きい

こと」の割合が 23.9％、「通院のための移動が困難であること」の割合が 15.5％となっていま

す。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）

％

医療費の負担が大きいこと

通院費（交通費）の負担が大きいこと

通院のための移動が困難であること

入院中の付き添いがないこと

専門的な治療ができる病院が近くに
ないこと

障がいを理由として治療が受けにくい
こと

病状の理解がむずかしく症状を
上手に伝えられないこと

コミュニケーションが困難（手話、
要約筆記などがない）なこと

障がいや病気が原因で、突発的な
行動に出ることがあること

その他

特に困っていることはない

無回答

23.9

15.4

15.5

4.8

14.0

4.8

14.2

6.0

6.7

5.9

34.0

4.7

28.5

19.9

13.0

6.0

14.8

8.0

15.9

6.7

7.7

6.5

31.3

4.6

0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、7～12歳（小学生）、13～15歳（中学生）で「専門的な治療がで

きる病院が近くにないこと」の割合が、13～15歳（中学生）、19～29歳で「病状の理解がむず

かしく症状を上手に伝えられないこと」の割合が高く、２割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

医
療
費
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

通
院
費
（
交
通
費
）
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

通
院
の
た
め
の
移
動
が
困
難
で
あ
る
こ
と 

入
院
中
の
付
き
添
い
が
な
い
こ
と 

専
門
的
な
治
療
が
で
き
る
病
院
が 

近
く
に
な
い
こ
と 

障
が
い
を
理
由
と
し
て
治
療
が 

受
け
に
く
い
こ
と 

病
状
の
理
解
が
む
ず
か
し
く
症
状
を 

上
手
に
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
（
手
話
、 

要
約
筆
記
な
ど
が
な
い
）
な
こ
と 

障
が
い
や
病
気
が
原
因
で
、
突
発
的
な 

行
動
に
出
る
こ
と
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 23  8.7  13.0  26.1  13.0  17.4  4.3  13.0  8.7  21.7  8.7  17.4  8.7  

7 ～12 歳（小学生） 55  9.1  3.6  9.1  3.6  25.5  9.1  12.7  16.4  7.3  5.5  27.3  10.9  

13～15 歳（中学生） 31  9.7  16.1  12.9  3.2  25.8  6.5  25.8  12.9  16.1  6.5  19.4  9.7  

16～18 歳（高校生など） 24  20.8  16.7  20.8  4.2  12.5  － 4.2  － － 4.2  50.0  － 

19～29 歳 100  22.0  13.0  18.0  8.0  10.0  13.0  23.0  7.0  14.0  8.0  27.0  3.0  

30～39 歳 116  24.1  13.8  12.9  8.6  12.1  3.4  13.8  6.0  9.5  6.9  38.8  1.7  

40～49 歳 180  25.0  20.6  17.8  1.1  13.3  3.9  15.6  6.1  6.1  3.9  33.9  4.4  

50～59 歳 172  27.3  18.6  16.3  5.2  14.5  3.5  10.5  2.9  0.6  7.6  35.5  3.5  

60 歳以上 141  29.8  11.3  11.3  3.5  12.1  2.1  11.3  2.8  2.8  3.5  41.1  6.4  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体（軽度）、精神障がいで「医療費の負担が大きいこと」の

割合が高く、約３割となっています。また、身体・子どもで「通院のための移動が困難であるこ

と」の割合が、知的・大人で「病状の理解がむずかしく症状を上手に伝えられないこと」の割合

が高く、２割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

医
療
費
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

通
院
費
（
交
通
費
）
の
負
担
が
大
き
い
こ
と 

通
院
の
た
め
の
移
動
が
困
難
で
あ
る
こ
と 

入
院
中
の
付
き
添
い
が
な
い
こ
と 

専
門
的
な
治
療
が
で
き
る
病
院
が
近
く
に

な
い
こ
と 

障
が
い
を
理
由
と
し
て
治
療
が
受
け
に
く

い
こ
と 

病
状
の
理
解
が
む
ず
か
し
く
症
状
を
上
手

に
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
（
手
話
、
要

約
筆
記
な
ど
が
な
い
）
な
こ
と 

障
が
い
や
病
気
が
原
因
で
、
突
発
的
な
行
動

に
出
る
こ
と
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

身体・子ども 41  7.3  14.6  26.8  7.3  26.8  9.8  7.3  9.8  2.4  9.8  24.4  9.8  

身体（重度） 163  23.3  13.5  17.8  5.5  17.2  3.7  6.7  4.9  1.8  7.4  36.2  3.1  

身体（軽度） 175  30.3  14.3  12.0  4.0  10.9  1.7  5.7  2.9  1.7  2.9  44.6  4.0  

知的・子ども 99  11.1  10.1  14.1  6.1  21.2  7.1  18.2  12.1  12.1  7.1  23.2  9.1  

知的・大人 180  19.4  7.2  16.7  8.9  8.9  12.2  25.0  10.6  13.9  3.9  33.9  4.4  

精神障がい 237  29.1  25.7  18.1  2.1  14.3  1.3  17.3  3.4  8.0  9.7  28.7  3.8  
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５ 就労支援について（18歳以上の方のみ） 

問 24．あなたは、収入を得る仕事を継続もしくは今後したいとお考えですか。 

（○は 1つだけ） 

「今の仕事を続けたい」の割合が 37.2％と最も高く、次いで「今のところわからない」の割合

が 15.2％、「仕事はしたくない、もしくはできない」の割合が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、40～49歳、50～59歳で「今の仕事を続けたい」の割合が高く、

約４割となっています。また、60歳以上で「仕事はしたくない、もしくはできない」の割合が高

く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

35.0

36.2

40.6

40.7

31.2

9.0

8.6

8.9

6.4

4.3

10.0

12.1

7.2

13.4

23.4

18.0

10.3

17.8

13.4

16.3

9.0

4.3

7.2

5.2

2.1

4.0

6.9

5.6

6.4

4.3

8.0

4.3

3.3

7.0

8.5

7.0

17.2

9.4

7.6

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 709 37.2 7.3 13.1 15.2 5.5 5.5 6.1 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の仕事を続けたい 新しい仕事（転職）を考えている

仕事はしたくない、もしくはできない 今のところわからない

就労支援を受けている 仕事を探している

その他 無回答

今の仕事を続けたい 新しい仕事（転職）を考えている

仕事はしたくない、もしくはできない 今のところわからない

就労支援を受けている 仕事を探している

その他 無回答
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体（軽度）で「今の仕事を続けたい」の割合が高く、約５

割となっています。また、精神障がいで「仕事はしたくない、もしくはできない」の割合が高く、

約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就労状況別】 

就労状況別でみると、他に比べ、自分で事業・商売をしているで「今の仕事を続けたい」の割

合が高く、８割台半ばとなっています。また、通所施設・作業所で働いている（就労移行支援・

就労継続支援 A型・B型）で「就労支援を受けている」の割合が高く、３割台半ばとなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

会社や店などで働いて
いる、または公務員をして
いる

244

自分で事業・商売をして
いる

22

家族の事業・商売を
手伝っている

9

自宅で内職をしている 8

通所施設・作業所で働いて

いる（就労移行支援・就労
継続支援A 型・B 型）

99

76.6

86.4

44.4

62.5

29.3

11.5

4.5

11.1

12.5

9.1

1.2

3.0

6.1

4.5

11.1

6.1

0.4

11.1

34.3

0.4

11.1

12.5

4.0

1.2

4.5

1.0

2.5

11.1

12.5

13.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の仕事を続けたい 新しい仕事（転職）を考えている

仕事はしたくない、もしくはできない 今のところわからない

就労支援を受けている 仕事を探している

その他 無回答

回答者数 =

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・大人 180

精神障がい 221

37.4

53.7

37.8

21.3

4.3

9.7

2.2

11.3

16.6

6.9

7.8

19.5

14.1

15.4

16.7

18.1

2.5

0.6

10.0

7.7

6.1

5.1

2.2

6.8

7.4

4.0

3.3

9.0

11.7

4.6

20.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 25．あなたは、障がい者の就労支援としてどのようなことが必要だと思いますか。

（○は主なもの 3 つまで） 

「職場の上司や同僚に障がいに対する理解があること」の割合が 52.2％と最も高く、次いで

「短時間勤務や勤務日数などの配慮がされること」の割合が 32.2％、「働き続けるための支援が

あるなど、職場と支援機関の連携がとれていること」の割合が 29.3％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「職場の上司や同僚に障がいに対する理解があること」「働き

続けるための支援があるなど、職場と支援機関の連携がとれていること」「仕事について、職場以

外で気軽に相談できる場所があること」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「特にない（わからない）」の選択肢は、平成 29年度調査では、「特にない」「わからない」でした。 

※平成 29年度調査では、全年齢に聞いています。 

 

  

％

通勤手段が確保できること

職場にバリアフリーの配慮がさ
れること

短時間勤務や勤務日数などの
配慮がされること

職場の上司や同僚に障がいに
対する理解があること

職場で介助や援助などが受け
られること

働き続けるための支援があるな
ど、職場と支援機関の連携がと
れていること

企業のニーズにあった就労訓
練が受けられること

仕事について、職場以外で気軽
に相談できる場所があること

その他

特にない（わからない）

無回答

22.7

10.6

32.2

52.2

10.7

29.3

6.5

16.5

2.7

17.1

9.6

24.5

10.4

33.6

58.0

14.8

38.9

11.1

21.3

3.0

－

6.2

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 709）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、19～29歳、40～49歳で「職場の上司や同僚に障がいに対する

理解があること」の割合が高く、約６割となっています。また、19～29歳で「働き続けるため

の支援があるなど、職場と支援機関の連携がとれていること」の割合が高く、５割となっていま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

通
勤
手
段
が
確
保
で
き
る
こ
と 

職
場
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮
が
さ
れ
る
こ
と 

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数
な
ど
の
配
慮
が 

さ
れ
る
こ
と 

職
場
の
上
司
や
同
僚
に
障
が
い
に
対
す
る 

理
解
が
あ
る
こ
と 

職
場
で
介
助
や
援
助
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
こ
と 

働
き
続
け
る
た
め
の
支
援
が
あ
る
な
ど
、
職
場

と
支
援
機
関
の
連
携
が
と
れ
て
い
る
こ
と 

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
労
訓
練
が 

受
け
ら
れ
る
こ
と 

仕
事
に
つ
い
て
、
職
場
以
外
で
気
軽
に 

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

19～29 歳 100  23.0  7.0  27.0  61.0  24.0  50.0  7.0  23.0  2.0  7.0  9.0  

30～39 歳 116  22.4  8.6  29.3  49.1  11.2  34.5  6.0  13.8  1.7  19.8  14.7  

40～49 歳 180  22.2  7.8  35.0  57.2  9.4  26.1  7.8  18.9  3.3  13.9  9.4  

50～59 歳 172  20.3  11.0  36.6  54.7  5.2  25.6  7.6  15.1  1.2  19.2  6.4  

60 歳以上 141  26.2  17.7  29.1  39.0  9.2  19.1  3.5  12.8  5.0  23.4  9.9  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、精神障がいで「短時間勤務や勤務日数などの配慮がされるこ

と」「職場の上司や同僚に障がいに対する理解があること」の割合が高くなっています。また、知

的・大人、精神障がいで「働き続けるための支援があるなど、職場と支援機関の連携がとれてい

ること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

通
勤
手
段
が
確
保
で
き
る
こ
と 

職
場
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮
が
さ
れ
る
こ
と 

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数
な
ど
の
配
慮
が 

さ
れ
る
こ
と 

職
場
の
上
司
や
同
僚
に
障
が
い
に
対
す
る 

理
解
が
あ
る
こ
と 

職
場
で
介
助
や
援
助
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
こ
と 

働
き
続
け
る
た
め
の
支
援
が
あ
る
な
ど
、
職
場

と
支
援
機
関
の
連
携
が
と
れ
て
い
る
こ
と 

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
労
訓
練
が 

受
け
ら
れ
る
こ
と 

仕
事
に
つ
い
て
、
職
場
以
外
で
気
軽
に 

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

身体（重度） 163  28.8  18.4  32.5  48.5  9.8  17.8  3.7  8.6  4.3  17.8  11.7  

身体（軽度） 175  25.7  18.3  32.6  52.0  7.4  23.4  6.3  17.7  0.6  21.7  2.9  

知的・大人 180  21.1  2.2  14.4  44.4  23.3  36.1  3.9  15.6  － 19.4  19.4  

精神障がい 221  16.7  2.7  43.0  60.2  4.1  34.8  10.0  21.7  5.0  14.0  7.2  
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【就労状況別】 

就労状況別でみると、他に比べ、会社や店などで働いている、または公務員をしているで「職

場にバリアフリーの配慮がされること」「職場の上司や同僚に障がいに対する理解があること」

の割合が高くなっています。また、通所施設・作業所で働いている（就労移行支援・就労継続支

援 A 型・B 型）で「職場で介助や援助などが受けられること」「働き続けるための支援があるな

ど、職場と支援機関の連携がとれていること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

通
勤
手
段
が
確
保
で
き
る
こ
と 

職
場
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮
が
さ
れ
る
こ
と 

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数
な
ど
の
配
慮
が 

さ
れ
る
こ
と 

職
場
の
上
司
や
同
僚
に
障
が
い
に
対
す
る 

理
解
が
あ
る
こ
と 

職
場
で
介
助
や
援
助
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
こ
と 

働
き
続
け
る
た
め
の
支
援
が
あ
る
な
ど
、
職
場

と
支
援
機
関
の
連
携
が
と
れ
て
い
る
こ
と 

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
労
訓
練
が 

受
け
ら
れ
る
こ
と 

仕
事
に
つ
い
て
、
職
場
以
外
で
気
軽
に 

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

会社や店などで働いている、または公
務員をしている 

244  25.8  16.8  35.2  65.2  4.1  33.6  4.9  21.7  1.6  13.5  1.2  

自分で事業・商売をしている 22  13.6  － 22.7  40.9  9.1  27.3  9.1  22.7  9.1  22.7  4.5  

家族の事業・商売を手伝っている 9  33.3  － 22.2  44.4  22.2  22.2  11.1  － 11.1  22.2  11.1  

自宅で内職をしている 8  37.5  － 62.5  50.0  12.5  12.5  12.5  12.5  － 12.5  12.5  

通所施設・作業所で働いている（就労
移行支援・就労継続支援 A 型・B 型） 

99  22.2  4.0  29.3  52.5  18.2  39.4  7.1  16.2  2.0  15.2  11.1  
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【就労意向別】 

就労意向別でみると、他に比べ、新しい仕事（転職）を考えているで「職場の上司や同僚に障

がいに対する理解があること」の割合が高く、約７割となっています。また、就労支援を受けて

いるで「働き続けるための支援があるなど、職場と支援機関の連携がとれていること」の割合が

高く、４割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

通
勤
手
段
が
確
保
で
き
る
こ
と 

職
場
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮
が
さ
れ
る
こ
と 

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数
な
ど
の
配
慮
が 

さ
れ
る
こ
と 

職
場
の
上
司
や
同
僚
に
障
が
い
に
対
す
る 

理
解
が
あ
る
こ
と 

職
場
で
介
助
や
援
助
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
こ
と 

働
き
続
け
る
た
め
の
支
援
が
あ
る
な
ど
、
職
場

と
支
援
機
関
の
連
携
が
と
れ
て
い
る
こ
と 

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
労
訓
練
が 

受
け
ら
れ
る
こ
と 

仕
事
に
つ
い
て
、
職
場
以
外
で
気
軽
に 

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

今の仕事を続けたい 265  29.8  13.2  31.3  60.8  10.9  35.8  4.2  18.9  2.3  15.5  2.3  

新しい仕事（転職）を考えている 53  20.8  11.3  52.8  67.9  1.9  30.2  15.1  22.6  3.8  5.7  3.8  

仕事はしたくない、もしくはできない 93  20.4  12.9  29.0  38.7  11.8  17.2  4.3  9.7  4.3  34.4  6.5  

今のところわからない 109  20.2  10.1  40.4  51.4  14.7  28.4  10.1  18.3  － 21.1  1.8  

就労支援を受けている 39  33.3  5.1  28.2  66.7  15.4  46.2  5.1  20.5  2.6  10.3  － 

仕事を探している 40  22.5  2.5  42.5  62.5  15.0  37.5  10.0  27.5  － 10.0  2.5  

その他 43  20.9  14.0  27.9  53.5  9.3  30.2  9.3  16.3  14.0  16.3  4.7  
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６ 相談支援や情報について 

問 26．あなたは、悩みごとや心配ごとがあるとき、どなた（どこ）に相談しますか。

（あてはまるものすべてに○） 

「家族・親せき」の割合が 75.6％と最も高く、次いで「かかりつけの医師・看護師・ケースワ

ーカー・指導員など」の割合が 32.2％、「友人・知人」の割合が 27.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

家族・親せき

友人・知人

職場の上司・同僚

通園施設・保育所・幼稚園・
学校の先生

かかりつけの医師・看護師・
ケースワーカー・指導員など

サービス提供事業所
（ヘルパーや通所事業所）

生活支援センター・
相談支援専門員

市役所・保健所

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

こどもサポートセンター

障がい者団体・家族会

地域包括支援センター・
ケアマネジャー

その他

相談する人（ところ）がない

相談したいとは思わない

無回答

75.6

27.9

10.1

11.0

32.2

13.1

17.4

6.1

1.1

0.7

1.2

3.8

4.9

2.6

2.8

3.3

3.4

74.5

27.4

8.2

8.9

28.7

13.3

17.2

7.3

1.2

0.5

1.4

5.8

3.7

2.7

4.9

3.8

2.5

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「通園施設・保育所・幼稚園・学校の先生」の割合が高

くなる傾向がみられ、0～6歳（就学前）で６割台半ばとなっています。また、他に比べ、7～12

歳（小学生）で「家族・親せき」の割合が高く、約９割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
族
・
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

職
場
の
上
司
・
同
僚 

通
園
施
設
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・ 

学
校
の
先
生 

か
か
り
つ
け
の
医
師
・
看
護
師
・ 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
指
導
員
な
ど 

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所 

（
ヘ
ル
パ
ー
や
通
所
事
業
所
） 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・ 

相
談
支
援
専
門
員 

市
役
所
・
保
健
所 

0 ～6 歳（就学前） 23  78.3  21.7  － 65.2  47.8  4.3  21.7  4.3  

7 ～12 歳（小学生） 55  89.1  30.9  － 63.6  38.2  25.5  30.9  3.6  

13～15 歳（中学生） 31  77.4  29.0  － 61.3  29.0  16.1  16.1  9.7  

16～18 歳（高校生など） 24  75.0  16.7  4.2  45.8  16.7  12.5  20.8  － 

19～29 歳 100  82.0  21.0  17.0  4.0  23.0  28.0  30.0  5.0  

30～39 歳 116  71.6  19.8  10.3  1.7  31.0  19.8  27.6  6.9  

40～49 歳 180  75.6  30.0  13.3  2.2  37.2  11.1  14.4  5.6  

50～59 歳 172  68.6  31.4  12.8  1.7  37.8  7.0  9.9  7.6  

60 歳以上 141  75.2  34.0  4.3  － 26.2  3.5  6.4  7.1  
 

区分 

社
会
福
祉
協
議
会 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

障
が
い
者
団
体
・
家
族
会 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

そ
の
他 

相
談
す
る
人
（
と
こ
ろ
）
が 

な
い 

相
談
し
た
い
と
は
思
わ
な
い 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） － － 4.3  4.3  4.3  4.3  － － 4.3  

7 ～12 歳（小学生） － － 7.3  1.8  1.8  5.5  － － － 

13～15 歳（中学生） － － 6.5  － － 3.2  9.7  － 3.2  

16～18 歳（高校生など） － － － 4.2  － － － 12.5  4.2  

19～29 歳 － － 1.0  5.0  5.0  5.0  2.0  1.0  2.0  

30～39 歳 0.9  0.9  0.9  6.9  6.9  3.4  1.7  3.4  4.3  

40～49 歳 1.1  1.1  0.6  5.0  5.6  0.6  5.0  2.2  3.3  

50～59 歳 2.3  1.2  － 1.7  4.7  2.9  2.3  5.8  2.9  

60 歳以上 1.4  0.7  － 2.1  5.7  0.7  2.8  4.3  5.7  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「家族・親せき」の割合が高く、８割台半ば

となっています。また、知的・子どもで「通園施設・保育所・幼稚園・学校の先生」の割合が高

く、約６割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
族
・
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

職
場
の
上
司
・
同
僚 

通
園
施
設
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・ 

学
校
の
先
生 

か
か
り
つ
け
の
医
師
・
看
護
師
・ 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
指
導
員
な
ど 

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所 

（
ヘ
ル
パ
ー
や
通
所
事
業
所
） 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・ 

相
談
支
援
専
門
員 

市
役
所
・
保
健
所 

身体・子ども 41  85.4  39.0  2.4  48.8  41.5  14.6  26.8  7.3  

身体（重度） 163  77.3  30.7  7.4  2.5  30.7  12.3  11.7  9.2  

身体（軽度） 175  73.7  37.7  13.7  1.1  24.6  4.6  4.6  2.9  

知的・子ども 99  77.8  20.2  － 62.6  34.3  19.2  29.3  4.0  

知的・大人 180  75.0  14.4  15.0  5.0  17.2  30.6  37.8  4.4  

精神障がい 237  70.9  25.3  8.9  4.2  50.6  8.4  13.5  8.4  

 

区分 

社
会
福
祉
協
議
会 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

障
が
い
者
団
体
・
家
族
会 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

そ
の
他 

相
談
す
る
人
（
と
こ
ろ
）
が 

な
い 

相
談
し
た
い
と
は
思
わ
な
い 

無
回
答 

身体・子ども － － 4.9  2.4  2.4  － － 4.9  2.4  

身体（重度） 1.8  － － 3.7  4.9  0.6  4.3  3.7  3.7  

身体（軽度） 1.1  0.6  0.6  1.7  5.7  1.1  2.9  6.3  2.9  

知的・子ども － － 6.1  3.0  1.0  4.0  3.0  2.0  3.0  

知的・大人 1.1  0.6  0.6  9.4  6.7  2.8  － 1.7  4.4  

精神障がい 1.7  2.1  0.8  2.5  5.5  3.8  4.2  3.0  3.8  
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【サービス利用の有無別】 

サービス利用の有無別でみると、サービスを受けていない人に比べ、受けている人で「通園施

設・保育所・幼稚園・学校の先生」「サービス提供事業所（ヘルパーや通所事業所）」「生活支援セ

ンター・相談支援専門員」「障がい者団体・家族会」の割合が高くなっています。また、サービス

を受けている人に比べ、受けていない人で「友人・知人」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

家
族
・
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

職
場
の
上
司
・
同
僚 

通
園
施
設
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・ 

学
校
の
先
生 

か
か
り
つ
け
の
医
師
・
看
護
師
・ 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
指
導
員
な
ど 

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所 

（
ヘ
ル
パ
ー
や
通
所
事
業
所
） 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・ 

相
談
支
援
専
門
員 

市
役
所
・
保
健
所 

受けている 345  73.6  18.8  7.5  22.9  32.8  31.0  37.7  5.8  

受けていない 497  77.7  34.6  11.9  2.6  32.0  0.8  3.2  6.2  

 

区分 

社
会
福
祉
協
議
会 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

障
が
い
者
団
体
・
家
族
会 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・ 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

そ
の
他 

相
談
す
る
人
（
と
こ
ろ
）
が 

な
い 

相
談
し
た
い
と
は
思
わ
な
い 

無
回
答 

受けている 0.6  1.2  1.7  7.2  7.5  3.8  0.6  1.2  2.6  

受けていない 1.4  0.4  0.8  1.4  3.2  1.6  4.4  4.8  3.0  
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問 27．あなたは、福祉サービスなどの情報を主にどこから得ていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「市・県の広報紙」の割合が 34.6％と最も高く、次いで「生活支援センター・相談支援専門

員」の割合が 20.8％、「パソコンやスマートフォンなど」の割合が 20.4％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「サービス提供事業所（ヘルパーや通所事業所）」の割合が増

加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

市・県の広報紙

市のホームページ

パソコンやスマートフォンなど

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌など

生活支援センター・相談支援専門員

障がい者団体・支援団体

学校・職場・施設など

民生委員・児童委員

医療機関の医師・看護師・
ケースワーカー・指導員など

身体・知的障害者相談員

サービス提供事業所
（ヘルパーや通所事業所）

家族・親せきなど

友人・知人

その他

情報を得ていない

無回答

34.6

14.1

20.4

9.2

20.8

7.7

10.4

0.1

16.0

1.9

13.5

20.1

9.9

1.8

15.4

3.2

36.3

11.4

17.8

9.6

23.0

9.8

12.8

0.3

14.3

1.7

4.2

16.6

12.3

2.4

12.6

2.5

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【年齢別】 

年齢別でみると、７歳以上で年齢が下がるにつれ「生活支援センター・相談支援専門員」の割

合が高くなる傾向がみられ、7～12歳（小学生）で約５割となっています。また、他に比べ、60

歳以上で「市・県の広報紙」の割合が、16～18 歳（高校生など）で「学校・職場・施設など」

の割合が高く、約５割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
・
県
の
広
報
紙 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
相
談
支
援
専
門
員 

障
が
い
者
団
体
・
支
援
団
体 

学
校
・
職
場
・
施
設
な
ど 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

医
療
機
関
の
医
師
・
看
護
師
・ 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
指
導
員
な
ど 

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員 

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所 

（
ヘ
ル
パ
ー
や
通
所
事
業
所
） 

家
族
・
親
せ
き
な
ど 

友
人
・
知
人 

そ
の
他 

情
報
を
得
て
い
な
い 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 23  17.4  13.0  30.4  4.3  43.5  8.7  39.1  － 34.8  － 8.7  13.0  30.4  4.3  － 4.3  

7 ～12 歳（小学生） 55  38.2  9.1  14.5  1.8  49.1  3.6  45.5  － 21.8  1.8  18.2  20.0  29.1  3.6  1.8  － 

13～15 歳（中学生） 31  9.7  9.7  19.4  3.2  22.6  3.2  35.5  － 9.7  6.5  35.5  19.4  16.1  3.2  9.7  3.2  

16～18 歳（高校生など） 24  16.7  12.5  16.7  8.3  37.5  4.2  50.0  － 4.2  － 25.0  20.8  16.7  － 12.5  － 

19～29 歳 100  19.0  2.0  15.0  5.0  33.0  10.0  11.0  － 8.0  2.0  25.0  41.0  6.0  3.0  14.0  2.0  

30～39 歳 116  32.8  12.1  19.8  6.9  29.3  12.1  7.8  0.9  13.8  2.6  18.1  24.1  7.8  0.9  14.7  5.2  

40～49 歳 180  33.9  17.8  21.7  9.4  14.4  10.0  3.3  － 18.9  2.8  11.1  14.4  7.2  － 20.6  3.3  

50～59 歳 172  42.4  19.8  23.8  13.4  10.5  5.2  2.3  － 20.9  1.7  5.8  14.0  5.2  1.2  19.2  3.5  

60 歳以上 141  48.9  16.3  19.1  12.8  7.1  5.7  － － 12.8  － 6.4  15.6  9.9  3.5  16.3  3.5  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子どもで「生活支援センター・相談支援専門員」「学校・

職場・施設など」の割合が高くなっています。また、身体（重度）、身体（軽度）で「市・県の広

報紙」の割合が高くなっています。 

位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
・
県
の
広
報
紙 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
相
談
支
援
専
門
員 

障
が
い
者
団
体
・
支
援
団
体 

学
校
・
職
場
・
施
設
な
ど 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

医
療
機
関
の
医
師
・
看
護
師
・ 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
指
導
員
な
ど 

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員 

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所 

（
ヘ
ル
パ
ー
や
通
所
事
業
所
） 

家
族
・
親
せ
き
な
ど 

友
人
・
知
人 

そ
の
他 

情
報
を
得
て
い
な
い 

無
回
答 

身体・子ども 41  29.3  14.6  24.4  7.3  31.7  7.3  39.0  － 31.7  － 17.1  12.2  22.0  4.9  4.9  2.4  

身体（重度） 163  42.9  17.8  24.5  13.5  13.5  4.9  4.3  － 20.2  3.1  11.7  16.0  6.7  1.2  14.1  4.9  

身体（軽度） 175  42.3  21.7  25.1  11.4  5.1  5.7  1.7  － 9.1  0.6  4.0  16.0  11.4  0.6  24.6  1.7  

知的・子ども 99  22.2  9.1  20.2  4.0  46.5  6.1  48.5  － 15.2  3.0  26.3  17.2  28.3  2.0  3.0  2.0  

知的・大人 180  28.9  3.9  6.1  6.7  42.8  18.3  11.7  － 5.6  4.4  28.9  30.0  8.9  0.6  7.8  6.1  

精神障がい 237  31.2  13.5  21.9  7.6  11.8  5.5  3.0  0.4  24.5  1.3  7.6  21.1  5.5  3.0  19.8  3.0  

 

【サービス利用の有無別】 

サービス利用の有無別でみると、サービスを受けていない人に比べ、受けている人で「生活支

援センター・相談支援専門員」「障がい者団体・支援団体」「学校・職場・施設など」「サービス提

供事業所（ヘルパーや通所事業所）」「友人・知人」の割合が高くなっています。また、サービス

を受けている人に比べ、受けていない人で「市・県の広報紙」「市のホームページ」「パソコンや

スマートフォンなど」「情報を得ていない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

市
・
県
の
広
報
紙 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
相
談
支
援
専
門
員 

障
が
い
者
団
体
・
支
援
団
体 

学
校
・
職
場
・
施
設
な
ど 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

医
療
機
関
の
医
師
・
看
護
師
・ 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
指
導
員
な
ど 

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員 

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所 

（
ヘ
ル
パ
ー
や
通
所
事
業
所
） 

家
族
・
親
せ
き
な
ど 

友
人
・
知
人 

そ
の
他 

情
報
を
得
て
い
な
い 

無
回
答 

受けている 345  26.4  6.4  13.3  7.8  46.1  13.6  21.7  0.3  17.1  3.8  32.5  22.0  13.9  1.2  3.8  3.2  

受けていない 497  40.6  19.1  25.6  10.1  3.4  3.6  2.8  － 15.1  0.6  0.6  18.9  7.0  2.2  23.7  2.6  
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７ 災害時の避難などについて 

問 28．災害時におけるあなたの状況についておたずねします。 

．① 一人で避難できますか。（○は 1つだけ） 

「できる」の割合が 44.7％と最も高く、次いで「できない」の割合が 34.0％、「わからない」

の割合が 19.7％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体（軽度）で「できる」の割合が高く、約７割となってい

ます。また、身体・子ども、知的・子どもで「できない」の割合が高く、約７割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

17.1

43.6

71.4

10.1

21.7

53.2

73.2

37.4

11.4

73.7

60.6

15.2

7.3

16.6

16.6

14.1

16.7

30.0

2.4

2.5

0.6

2.0

1.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる できない わからない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

44.7

42.0

34.0

33.3

19.7

23.5

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【身体障がいの等級別】 

身体障がいの等級別でみると、等級が上がるにつれ「できない」の割合が高くなる傾向がみら

れ、１級で５割となっています。また、他に比べ、５級で「できる」の割合が高く、８割となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知的障がいの等級別】 

知的障がいの等級別でみると、等級が上がるにつれ「できない」の割合が高くなる傾向がみら

れ、A、A1で９割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

できる できない わからない 無回答

回答者数 =

１級 120

２級 67

３級 51

４級 83

５級 30

６級 24

42.5

32.8

58.8

74.7

80.0

62.5

50.0

32.8

17.6

12.0

6.7

16.7

5.0

32.8

23.5

12.0

13.3

20.8

2.5

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

A 22

A1 35

A2 80

B 7

B1 62

B2 74

4.5

8.8

28.6

22.6

36.5

95.5

94.3

83.8

28.6

56.5

32.4

7.5

42.9

19.4

29.7

5.7

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【精神障がいの等級別】 

精神障がいの等級別でみると、等級が上がるにつれ「できない」の割合が高くなる傾向がみら

れ、１級で約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 周囲の人に居場所を知らせることができますか。（機器などによる通知を含む） 

（○は 1 つだけ） 

「できる」の割合が 61.9％と最も高く、次いで「できない」の割合が 24.6％、「わからない」

の割合が 12.0％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「わからない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

できる できない わからない 無回答

回答者数 =

１級 24

２級 142

３級 71

33.3

50.7

64.8

41.7

12.7

11.3

20.8

34.5

23.9

4.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる できない わからない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

61.9

58.0

24.6

23.5

12.0

17.3

1.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体（軽度）で「できる」の割合が高く、約８割となってい

ます。また、知的・子どもで「できない」の割合が高く、約７割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【身体障がいの等級別】 

身体障がいの等級別でみると、他に比べ、４級で「できる」の割合が高く、８割台半ばとなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

34.1

75.5

83.4

20.2

35.6

68.8

58.5

17.2

6.9

67.7

48.9

10.5

4.9

5.5

9.1

10.1

13.9

18.6

2.4

1.8

0.6

2.0

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

１級 120

２級 67

３級 51

４級 83

５級 30

６級 24

71.7

68.7

78.4

85.5

76.7

75.0

22.5

22.4

9.8

7.2

6.7

20.8

3.3

9.0

11.8

6.0

16.7

4.2

2.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる できない わからない 無回答
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【知的障がいの等級別】 

知的障がいの等級別でみると、他に比べ、B2 で「できる」の割合が高く、５割台半ばとなっ

ています。また、A1で「できない」の割合が高く、約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【精神障がいの等級別】 

精神障がいの等級別でみると、等級が下がるにつれ「できる」の割合が高くなる傾向がみられ、

３級で約８割となっています。また、他に比べ、１級で「できない」の割合が高く、約３割とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

A 22

A1 35

A2 80

B 7

B1 62

B2 74

13.6

5.7

12.5

57.1

40.3

56.8

77.3

88.6

77.5

28.6

30.6

31.1

4.5

10.0

14.3

27.4

10.8

4.5

5.7

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

１級 24

２級 142

３級 71

41.7

66.9

81.7

29.2

9.2

7.0

25.0

21.1

11.3

4.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できる できない わからない 無回答
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③ 近所に助けてくれる人がいますか。（○は 1 つだけ） 

「わからない」の割合が 39.2％と最も高く、次いで「いる」の割合が 31.1％、「いない」の

割合が 27.9％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「いる」の割合が高く、４割台半ばとなって

います。また、知的・大人、精神障がいで「いない」の割合が高く、約３割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

46.3

40.5

37.1

29.3

27.8

20.7

22.0

24.5

24.0

26.3

30.0

32.9

29.3

32.5

37.7

42.4

41.1

43.9

2.4

2.5

1.1

2.0

1.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない わからない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

31.1

31.2

27.9

26.5

39.2

40.7

1.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【身体障がいの等級別】 

身体障がいの等級別でみると、他に比べ、５級で「いる」の割合が高く、４割台半ばとなって

います。また、１級で「いない」の割合が高く、約３割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知的障がいの等級別】 

知的障がいの等級別でみると、他に比べ、B2 で「いる」の割合が高く、３割台半ばとなって

います。また、A1で「いない」の割合が高く、約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる いない わからない 無回答

回答者数 =

１級 120

２級 67

３級 51

４級 83

５級 30

６級 24

42.5

40.3

43.1

36.1

46.7

29.2

27.5

17.9

21.6

22.9

26.7

25.0

26.7

41.8

35.3

39.8

23.3

45.8

3.3

1.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

A 22

A1 35

A2 80

B 7

B1 62

B2 74

27.3

14.3

23.8

42.9

32.3

36.5

27.3

48.6

33.8

21.0

23.0

45.5

31.4

42.5

57.1

45.2

39.2

5.7

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【精神障がいの等級別】 

精神障がいの等級別でみると、他に比べ、２級で「いない」の割合が高く、３割台半ばとなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29．災害発生時にあなたが支援してほしいことは何ですか。（○は主なもの3つまで） 

「災害情報を知らせてくれること」の割合が 37.1％と最も高く、次いで「避難場所で障がい

に応じたきめ細かな支援をしてくれること」の割合が 36.6％、「必要な治療や薬を確保してくれ

ること」の割合が 34.2％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「特にない（わからない）」の割合が増加しています。一方、

「必要な治療や薬を確保してくれること」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる いない わからない 無回答

回答者数 =

１級 24

２級 142

３級 71

25.0

17.6

25.4

25.0

35.2

31.0

41.7

44.4

43.7

8.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

災害情報を知らせてくれること

避難場所や避難経路を教えてくれる
こと

避難時に声をかけてくれること

避難場所までの避難を支援してくれる
こと

避難場所で障がいに応じた
きめ細かな支援をしてくれること

必要な治療や薬を確保してくれること

手話などコミュニケーション手段を
確保してくれること

避難場所の設備をバリアフリー化する
こと

その他

特にない（わからない）

無回答

37.1

27.0

26.4

29.1

36.6

34.2

2.7

8.6

2.5

11.4

2.7

38.9

27.3

27.4

34.0

40.2

46.0

2.6

8.2

3.2

5.5

1.5

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 852）

平成29年度調査

（回答者数 = 920）
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・大人で「避難場所で障がいに応じたきめ細かな支援を

してくれること」の割合が高く、約５割となっています。また、身体（重度）で「必要な治療や

薬を確保してくれること」の割合が、身体（軽度）で「災害情報を知らせてくれること」の割合

が、知的・子どもで「避難時に声をかけてくれること」の割合が高く、４割台半ばとなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

災
害
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
教
え
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
時
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
を
支
援
し
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
で
障
が
い
に
応
じ
た
き
め 

細
か
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ
と 

必
要
な
治
療
や
薬
を
確
保
し
て 

く
れ
る
こ
と 

手
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

手
段
を
確
保
し
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
の
設
備
を
バ
リ
ア 

フ
リ
ー
化
す
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

身体・子ども 41  24.4  9.8  17.1  41.5  46.3  39.0  12.2  22.0  7.3  9.8  2.4  

身体（重度） 163  33.1  21.5  19.0  34.4  38.0  44.8  1.8  19.6  4.3  6.1  1.8  

身体（軽度） 175  46.9  21.7  18.3  19.4  26.3  33.7  4.6  12.0  1.7  16.0  1.1  

知的・子ども 99  25.3  30.3  44.4  42.4  44.4  21.2  2.0  5.1  2.0  10.1  2.0  

知的・大人 180  29.4  24.4  38.3  46.1  51.1  23.9  1.1  3.3  2.2  9.4  5.0  

精神障がい 237  44.3  36.7  24.5  16.0  28.7  43.0  0.4  2.5  3.0  11.0  3.4  

 

【難病の認定別】 

難病の認定別でみると、認定を受けていない人に比べ、受けている人で「避難場所までの避難

を支援してくれること」「避難場所で障がいに応じたきめ細かな支援をしてくれること」「必要な

治療や薬を確保してくれること」「避難場所の設備をバリアフリー化すること」の割合が高くな

っています。また、認定を受けている人に比べ、受けていない人で「災害情報を知らせてくれる

こと」「特にない（わからない）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

災
害
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
教
え
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
時
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
を
支
援
し
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
で
障
が
い
に
応
じ
た
き
め 

細
か
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ
と 

必
要
な
治
療
や
薬
を
確
保
し
て 

く
れ
る
こ
と 

手
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

手
段
を
確
保
し
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
の
設
備
を
バ
リ
ア 

フ
リ
ー
化
す
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

受けている 93  32.3  22.6  22.6  37.6  44.1  46.2  2.2  16.1  5.4  3.2  2.2  

受けていない 732  37.3  27.5  26.9  28.1  35.8  32.7  2.6  7.9  2.2  12.7  2.5  

  



100 

 

【身体障がいの等級別】 

身体障がいの等級別でみると、他に比べ、１級で「必要な治療や薬を確保してくれること」の

割合が、３級、４級で「災害情報を知らせてくれること」の割合が高く、約５割となっています。

また、３級で「避難場所で障がいに応じたきめ細かな支援をしてくれること」の割合が高く、４

割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

災
害
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
教
え
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
時
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
を
支
援
し
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
で
障
が
い
に
応
じ
た
き
め 

細
か
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ
と 

必
要
な
治
療
や
薬
を
確
保
し
て 

く
れ
る
こ
と 

手
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

手
段
を
確
保
し
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
の
設
備
を
バ
リ
ア 

フ
リ
ー
化
す
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

１級 120  31.7  17.5  17.5  34.2  40.0  53.3  － 22.5  5.0  6.7  2.5  

２級 67  31.3  25.4  20.9  40.3  38.8  32.8  4.5  19.4  4.5  4.5  － 

３級 51  49.0  13.7  19.6  21.6  45.1  43.1  9.8  17.6  2.0  7.8  2.0  

４級 83  47.0  20.5  13.3  16.9  21.7  33.7  1.2  7.2  2.4  19.3  1.2  

５級 30  36.7  26.7  23.3  16.7  10.0  20.0  3.3  16.7  － 23.3  － 

６級 24  41.7  29.2  29.2  33.3  29.2  20.8  12.5  8.3  4.2  16.7  － 
 

【知的障がいの等級別】 

知的障がいの等級別でみると、他に比べ、A2で「避難場所までの避難を支援してくれること」

の割合が高く、６割となっています。また、A1 で「必要な治療や薬を確保してくれること」の

割合が、B1で「避難時に声をかけてくれること」の割合が高く、約５割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

災
害
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
教
え
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
時
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
を
支
援
し
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
で
障
が
い
に
応
じ
た
き
め 

細
か
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ
と 

必
要
な
治
療
や
薬
を
確
保
し
て 

く
れ
る
こ
と 

手
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

手
段
を
確
保
し
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
の
設
備
を
バ
リ
ア 

フ
リ
ー
化
す
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

A  22  18.2  18.2  22.7  45.5  68.2  31.8  4.5  22.7  13.6  4.5  － 

A1 35  22.9  11.4  28.6  54.3  60.0  48.6  － 8.6  5.7  2.9  5.7  

A2 80  21.3  16.3  41.3  60.0  57.5  22.5  2.5  2.5  1.3  5.0  3.8  

B  7  42.9  14.3  14.3  42.9  42.9  42.9  － － － 14.3  14.3  

B1 62  29.0  38.7  50.0  46.8  45.2  17.7  － 1.6  － 6.5  4.8  

B2 74  37.8  39.2  44.6  23.0  32.4  10.8  1.4  － － 21.6  2.7  
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【精神障がいの等級別】 

精神障がいの等級別でみると、等級が下がるにつれ「災害情報を知らせてくれること」「避難場

所や避難経路を教えてくれること」の割合が、等級が上がるにつれ「避難場所までの避難を支援

してくれること」の割合が高くなる傾向がみられます。また、他に比べ、１級で「避難場所で障

がいに応じたきめ細かな支援をしてくれること」の割合が高く、約４割となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

災
害
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
教
え
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
時
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
を
支
援
し
て 

く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
で
障
が
い
に
応
じ
た
き
め 

細
か
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ
と 

必
要
な
治
療
や
薬
を
確
保
し
て 

く
れ
る
こ
と 

手
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

手
段
を
確
保
し
て
く
れ
る
こ
と 

避
難
場
所
の
設
備
を
バ
リ
ア 

フ
リ
ー
化
す
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い
（
わ
か
ら
な
い
） 

無
回
答 

１級 24  33.3  33.3  20.8  25.0  41.7  41.7  － 4.2  4.2  － 8.3  

２級 142  44.4  36.6  26.1  17.6  24.6  43.7  0.7  2.8  3.5  11.3  3.5  

３級 71  47.9  38.0  22.5  9.9  32.4  42.3  － 1.4  1.4  14.1  1.4  

 

 

 

問 30．「生駒市災害時要援護者避難支援事業」を知っていますか。（○は 1 つだけ） 

「知らない」の割合が 74.3％と最も高く、次いで「名前だけは知っている」の割合が 17.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

  

内容まで知っている 名前だけは知っている 知らない 無回答

回答者数 =

　 852 6.6 17.0 74.3 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「内容まで知っている」の割合が高く、約２

割となっています。また、身体（軽度）、精神障がいで「知らない」の割合が高く、約８割となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【身体障がいの等級別】 

身体障がいの等級別でみると、他に比べ、２級で「名前だけは知っている」の割合が高く、２

割台半ばとなっています。また、４級から６級で「知らない」の割合が高く、約８割となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容まで知っている 名前だけは知っている 知らない 無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

22.0

10.4

3.4

8.1

8.3

3.4

14.6

23.3

14.3

20.2

22.2

11.4

58.5

64.4

81.7

69.7

66.7

81.4

4.9

1.8

0.6

2.0

2.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

１級 120

２級 67

３級 51

４級 83

５級 30

６級 24

14.2

9.0

3.9

3.6

6.7

4.2

20.8

26.9

19.6

10.8

13.3

16.7

62.5

64.2

76.5

83.1

80.0

79.2

2.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【知的障がいの等級別】 

知的障がいの等級別でみると、他に比べ、A1 で「内容まで知っている」の割合が高く、約２

割となっています。また、B2で「知らない」の割合が高く、８割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【精神障がいの等級別】 

精神障がいの等級別でみると、他に比べ、３級で「知らない」の割合が高く、８割台半ばとな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

１級 24

２級 142

３級 71

4.2

3.5

2.8

8.3

13.4

8.5

79.2

79.6

85.9

8.3

3.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 名前だけは知っている 知らない 無回答

回答者数 =

A 22

A1 35

A2 80

B 7

B1 62

B2 74

13.6

22.9

5.0

8.1

4.1

31.8

28.6

28.8

28.6

16.1

8.1

54.5

40.0

65.0

71.4

72.6

86.5

8.6

1.3

3.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８ 権利擁護などについて 

問 31．あなたは、次の制度などについて知っていますか。また利用したいと思いますか。 

① 日常生活に不安のある障がい者や高齢者に対して、金銭管理などの日常生活に関する支援や 

成年後見制度などの相談を行う『生駒市権利擁護支援センター（福祉センター内）』について。

（○は 1つだけ） 

「知らない」の割合が 72.5％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合が 18.8％とな

っています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0～6歳（就学前）で「知らない」の割合が高く、約９割となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

1.8

3.2

8.3

7.0

11.2

6.7

8.1

7.8

8.7

20.0

16.1

20.8

15.0

22.4

15.6

19.8

22.0

91.3

76.4

80.6

70.8

76.0

64.7

76.7

72.1

67.4

1.8

2.0

1.7

1.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

7.4

12.1

18.8

18.9

72.5

67.8

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・大人で「知っている」の割合が高く、１割を超えてい

ます。また、身体・子どもで「知らない」の割合が高く、８割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、他に比べ、30歳代～40歳代で「知らない」の割合が高く、約８割

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

2.4

9.2

8.0

4.0

13.9

5.1

9.8

22.7

16.6

18.2

26.1

14.8

85.4

66.3

74.9

76.8

57.8

78.9

2.4

1.8

0.6

1.0

2.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

30歳未満 4

30歳代～40歳代 113

50歳代～60歳代 170

70歳以上 79

3.5

7.1

10.1

25.0

17.7

18.8

20.3

75.0

78.8

72.9

65.8

1.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② 『生駒市権利擁護支援センター』の利用について。（○は 1 つだけ） 

「わからない」の割合が 56.8％と最も高く、次いで「今は必要ないが、将来利用したい」の割

合が 30.0％、「利用したいとは思わない」の割合が 10.7％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～18歳（高校生など）で「今は必要ないが、将来利用したい」

の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

1.0

1.1

0.6

0.7

21.7

40.0

32.3

45.8

30.0

22.4

28.3

27.3

36.2

7.3

6.5

4.2

9.0

12.1

10.6

15.7

9.2

78.3

50.9

61.3

50.0

57.0

61.2

58.3

56.4

51.1

1.8

3.0

4.3

1.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 今は必要ないが、将来利用したい

利用したいとは思わない わからない

無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

0.6

1.2

30.0

30.0

10.7

10.2

56.8

57.3

1.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子どもで「今は必要ないが、将来利用したい」の割合

が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用したことがある 今は必要ないが、将来利用したい

利用したいとは思わない わからない

無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

2.3

1.1

0.8

36.6

30.7

19.4

43.4

36.1

27.0

2.4

16.0

14.3

3.0

6.1

11.4

58.5

50.9

62.9

52.5

52.2

59.5

2.4

2.5

1.1

1.0

4.4

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

30歳未満 4

30歳代～40歳代 113

50歳代～60歳代 170

70歳以上 79

25.0

0.6

36.3

38.8

41.8

10.6

7.1

3.8

75.0

53.1

51.2

51.9

2.4

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③ 知的障がい、精神障がい、認知症などにより判断能力が十分でない方が不利益を受けないよう

に家庭裁判所に申立てをして、その方を援助してくれる人を付けてもらう『成年後見制度』に

ついて。（○は 1つだけ） 

「知らない」の割合が 37.6％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合が 32.4％、「知

っている」の割合が 28.4％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0～6歳（就学前）、19～29歳で「知らない」の割合が高く、約

５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

30.4

21.8

19.4

20.8

26.0

30.2

27.2

31.4

31.9

21.7

32.7

38.7

33.3

24.0

29.3

32.2

34.9

36.9

47.8

43.6

41.9

45.8

48.0

37.9

40.0

33.1

27.0

1.8

2.0

2.6

0.6

0.6

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

28.4

27.3

32.4

32.7

37.6

38.4

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体（軽度）で「知っている」の割合が高く、３割台半ばと

なっています。また、身体・子どもで「知らない」の割合が高く、約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

19.5

27.6

35.4

24.2

33.9

24.5

26.8

38.0

31.4

35.4

26.1

32.5

51.2

30.1

32.6

39.4

37.8

42.2

2.4

4.3

0.6

1.0

2.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

30歳未満 4

30歳代～40歳代 113

50歳代～60歳代 170

70歳以上 79

50.0

25.7

24.1

27.8

50.0

36.3

34.7

32.9

38.1

40.0

36.7

1.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④ 『成年後見制度』の利用について。（○は 1つだけ） 

「わからない」の割合が 54.3％と最も高く、次いで「今は必要ないが、将来利用したい」の割

合が 27.2％、「利用したいとは思わない」の割合が 15.8％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、7～12歳（小学生）、13～15歳（中学生）、19～29歳で「今は

必要ないが、将来利用したい」の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

1.0

3.4

1.1

0.6

0.7

17.4

40.0

38.7

33.3

39.0

25.9

26.1

20.3

22.0

17.4

5.5

6.5

8.3

9.0

16.4

18.9

21.5

17.0

65.2

52.7

54.8

58.3

48.0

52.6

53.9

56.4

56.7

1.8

3.0

1.7

1.2

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、利用している 今は必要ないが、将来利用したい

利用したいとは思わない わからない

無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

1.1

0.5

27.2

25.5

15.8

14.2

54.3

57.9

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子ども、知的・大人で「今は必要ないが、将来利用し

たい」の割合が高く、約４割となっています。また、身体（軽度）で「利用したいとは思わない」

の割合が高く、２割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介助者の年齢別】 

介助者の年齢別でみると、他に比べ、介助者が 30歳代～40歳代、50歳代～60歳代で「今

は必要ないが、将来利用したい」の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在、利用している 今は必要ないが、将来利用したい

利用したいとは思わない わからない

無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

1.8

1.1

2.8

1.3

26.8

18.4

16.0

40.4

42.2

24.5

9.8

20.2

24.0

7.1

7.8

14.8

61.0

55.8

58.3

51.5

45.6

58.2

2.4

3.7

0.6

1.0

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

30歳未満 4

30歳代～40歳代 113

50歳代～60歳代 170

70歳以上 79

0.9

1.2

25.0

38.9

38.8

26.6

25.0

9.7

8.2

7.6

50.0

50.4

50.6

64.6

1.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑤ 障がい者虐待について、相談・通報の連絡先として市役所内に設置している『障害者虐待防止

センター（虐待通報窓口）』について。（○は 1つだけ） 

「知らない」の割合が 76.2％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合が 17.7％とな

っています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、13～15歳（中学生）、16～18歳（高校生など）で「聞いたこと

がある」の割合が高く、約３割となっています。また、40～49歳で「知らない」の割合が高く、

８割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

4.3

7.3

9.7

4.2

5.0

6.9

2.8

2.9

5.0

21.7

18.2

32.3

33.3

19.0

14.7

11.1

20.3

17.7

73.9

72.7

58.1

62.5

74.0

76.7

86.1

76.2

73.8

1.8

2.0

1.7

0.6

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

4.8

4.8

17.7

15.8

76.2

77.9

1.3

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子どもで「聞いたことがある」の割合が高く、約３割

となっています。また、精神障がいで「知らない」の割合が高く、８割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32．役所や事業者に「障がいのある人に対するバリアを取り除くための配慮（合理的

配慮）」を求める障害者差別解消法について知っていますか。（○は 1 つだけ） 

「知らない」の割合が 72.8％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合が 17.0％とな

っています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

4.9

3.7

5.7

8.1

6.7

3.0

9.8

24.5

14.3

30.3

16.1

11.8

82.9

68.7

79.4

60.6

76.1

84.4

2.4

3.1

0.6

1.0

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

8.9

9.9

17.0

17.5

72.8

71.0

1.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、7～12歳（小学生）、16～18歳（高校生など）で「知っている」

の割合が高く、約２割となっています。また、50～59歳で「知らない」の割合が高く、約８割

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

8.7

20.0

12.9

20.8

9.0

12.9

7.8

3.5

5.7

17.4

20.0

22.6

20.8

15.0

21.6

15.6

16.3

15.6

73.9

58.2

64.5

58.3

74.0

64.7

76.1

79.1

75.9

1.8

2.0

0.9

0.6

1.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子ども、知的・子どもで「知っている」の割合が、身

体（重度）、知的・子どもで「聞いたことがある」の割合が高く、約２割となっています。また、

身体（軽度）で「知らない」の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

17.1

6.7

8.6

17.2

7.8

8.0

14.6

23.3

9.1

22.2

17.2

17.7

65.9

67.5

81.7

59.6

73.3

73.0

2.4

2.5

0.6

1.0

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 33．生駒市では「外見から分からなくても配慮や援助を必要としている方」が身につ

けたり所持したりすることで、配慮などを必要としていることを示す「ヘルプマ

ーク」「ヘルプカード」の携帯をすすめています。また、ちょっとした手助けを

してくださる方を増やすために「あいサポーター養成講座」を実施し、「あいサ

ポートバッジ」を配布しています。 

①「ヘルプマーク」「ヘルプカード」を利用していますか。（〇は１つだけ） 

「利用していない」の割合が 56.8％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 27.5％、「利

用している」の割合が 14.7％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、「利用している」「利用していない」の割合が増加しています。

一方、「知らない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「知らない」の割合が高くなる傾向がみられ、60 歳以

上で４割台半ばとなっています。また、他に比べ、0～6歳（就学前）で「利用している」の割合

が高く、２割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

26.1

21.8

16.1

20.8

23.0

10.3

13.3

13.4

8.5

56.5

65.5

67.7

66.7

57.0

62.9

58.3

56.4

44.0

17.4

10.9

16.1

12.5

18.0

25.0

28.3

28.5

46.8

1.8

2.0

1.7

1.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 知らない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

14.7

5.5

56.8

35.2

27.5

58.3

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子ども、知的・大人で「利用している」の割合が高く、

約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している 利用していない 知らない 無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

22.0

14.1

11.4

23.2

19.4

10.5

68.3

55.8

54.3

62.6

52.2

57.8

9.8

29.4

33.7

13.1

26.7

29.5

0.6

0.6

1.0

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②「あいサポーター養成講座」についてお答えください。（〇は１つだけ） 

「知らない」の割合が 87.7％と最も高くなっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0～6歳（就学前）、13～15歳（中学生）で「聞いたことはある」

の割合が高く、１割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

4.2

1.0

3.4

1.1

0.6

1.4

5.5

6.5

8.3

4.0

0.9

3.9

2.3

2.1

13.0

7.3

12.9

8.3

7.0

6.9

5.6

8.7

4.3

87.0

85.5

80.6

79.2

87.0

87.9

89.4

87.2

91.5

1.8

1.0

0.9

1.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受講した 知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

1.3

1.1

3.3

1.8

7.0

6.3

87.7

88.9

0.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

1.8

1.1

1.0

1.1

1.7

7.3

3.1

2.3

6.1

4.4

2.5

9.8

4.9

10.9

9.1

8.3

5.1

82.9

88.3

85.7

82.8

85.6

89.9

1.8

1.0

0.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受講した 知っている 聞いたことはある 知らない 無回答



120 

 

③あいサポーターには「あいサポートバッジ」を身につけていただくことをすすめています。バッ

ジについてお答えください（〇は１つだけ） 

「見たことがない」の割合が 88.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0～6歳（就学前）で「見たことがない」の割合が高く、９割台半

ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身につけている 持っているが身につけていない

つけている人は見たことがある 見たことがない

無回答

回答者数 =

　 852
0.7

2.8 7.4 88.5 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

1.7

1.1

1.2

3.2

4.2

5.0

3.4

2.2

2.9

2.8

4.3

12.7

6.5

12.5

6.0

10.3

5.0

5.8

7.1

95.7

85.5

90.3

79.2

88.0

83.6

91.7

89.5

90.1

1.8

4.2

1.0

0.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子ども、知的・子どもで「つけている人は見たことが

ある」の割合が高く、１割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身につけている 持っているが身につけていない

つけている人は見たことがある 見たことがない

無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

1.2

0.6

1.7

0.8

3.1

2.3

2.0

5.0

3.4

12.2

9.2

8.0

10.1

6.7

4.2

87.8

85.9

89.1

85.9

86.1

90.7

0.6

2.0

0.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 34．あなたは、普段のくらしの中で、障がい者への差別や偏見があると感じますか。 

（○は 1 つだけ） 

「あると感じている（感じた）」の割合が 43.2％と最も高く、次いで「感じたことはないが、

あると思う」の割合が 30.5％、「わからない」の割合が 14.3％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、19～29歳で「あると感じている（感じた）」の割合が高く、約６

割となっています。また、60歳以上で「感じたことはない」の割合が高く、約２割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

0 ～6 歳（就学前） 23

7 ～12歳（小学生） 55

13～15歳（中学生） 31

16～18歳
（高校生など）

24

19～29歳 100

30～39歳 116

40～49歳 180

50～59歳 172

60歳以上 141

43.5

50.9

51.6

54.2

59.0

47.4

42.2

40.7

24.8

34.8

23.6

25.8

29.2

20.0

23.3

30.6

36.6

40.4

13.0

5.5

6.5

8.3

7.0

6.9

8.3

11.6

18.4

8.7

18.2

9.7

4.2

10.0

22.4

17.2

10.5

14.9

1.8

6.5

4.2

4.0

1.7

0.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あると感じている（感じた） 感じたことはないが、あると思う

感じたことはない わからない

無回答

回答者数 =

令和２年度調査 852

平成29年度調査 920

43.2

42.4

30.5

27.9

10.2

11.3

14.3

14.6

1.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、知的・子ども、知的・大人、精神障がいで「あると感じてい

る（感じた）」の割合が高く、約５割となっています。また、身体（重度）、身体（軽度）で「感

じたことはないが、あると思う」の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サービス利用の有無別】 

サービス利用の有無別でみると、サービスを受けていない人に比べ、受けている人で「あると

感じている（感じた）」の割合が高く、約５割となっています。また、サービスを受けている人に

比べ、受けていない人で「感じたことはないが、あると思う」の割合が高く、約３割となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

  

あると感じている（感じた） 感じたことはないが、あると思う

感じたことはない わからない

無回答

回答者数 =

身体・子ども 41

身体（重度） 163

身体（軽度） 175

知的・子ども 99

知的・大人 180

精神障がい 237

43.9

33.7

28.6

51.5

51.1

52.7

31.7

42.9

40.6

28.3

20.0

25.7

9.8

14.1

13.7

6.1

8.3

5.9

12.2

8.0

16.6

10.1

17.8

14.8

2.4

1.2

0.6

4.0

2.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

受けている 345

受けていない 497

51.3

37.4

25.5

33.8

8.1

11.9

12.8

15.7

2.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 34－1 ．問 34で差別や偏見があると回答された方におたずねします。 

差別や偏見をどのような機会や場所で感じましたか。（あてはまるものすべ

てに○） 

「まちなかでの人の視線や言動で」の割合が 45.5％と最も高く、次いで「就職のとき」、「店で

の扱いや店員の態度で」の割合が 20.2％となっています。 

平成 29年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

学校で

就職のとき

賃金や待遇など仕事のうえで

職場の上司や同僚の態度で

結婚や交際のとき

親戚づきあいで

友人どうしの会話の中で

近所づきあいで

地域の行事で

まちなかでの人の視線や言動
で

店での扱いや店員の態度で

公共機関の窓口や職員の態度
で

その他

無回答

18.5

20.2

19.7

18.3

10.0

11.6

13.5

16.2

7.5

45.5

20.2

13.2

7.0

11.0

21.0

21.1

22.9

19.8

13.5

13.2

17.5

20.1

8.5

48.7

23.2

17.1

8.4

8.2

0 20 40 60 80 100

令和２年度調査

（回答者数 = 628）

平成29年度調査

（回答者数 = 667）



125 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、0～6歳（就学前）で「まちなかでの人の視線や言動で」の割合が

高く、約８割となっています。また、16～18歳（高校生など）で「学校で」の割合が高く、４

割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
校
で 

就
職
の
と
き 

賃
金
や
待
遇
な
ど
仕
事
の
う
え
で 

職
場
の
上
司
や
同
僚
の
態
度
で 

結
婚
や
交
際
の
と
き 

親
戚
づ
き
あ
い
で 

友
人
ど
う
し
の
会
話
の
中
で 

近
所
づ
き
あ
い
で 

地
域
の
行
事
で 

ま
ち
な
か
で
の
人
の
視
線
や
言
動
で 

店
で
の
扱
い
や
店
員
の
態
度
で 

公
共
機
関
の
窓
口
や
職
員
の
態
度
で 

そ
の
他 

無
回
答 

0 ～6 歳（就学前） 18  16.7  5.6  5.6  5.6  5.6  16.7  16.7  22.2  16.7  83.3  16.7  － 5.6  － 

7 ～12 歳（小学生） 41  36.6  9.8  9.8  4.9  2.4  9.8  17.1  24.4  9.8  46.3  26.8  7.3  7.3  7.3  

13～15 歳（中学生） 24  33.3  － 4.2  － 4.2  8.3  12.5  8.3  8.3  54.2  20.8  4.2  12.5  12.5  

16～18 歳（高校生など） 20  45.0  10.0  5.0  － 5.0  10.0  5.0  25.0  5.0  50.0  25.0  10.0  5.0  5.0  

19～29 歳 79  26.6  16.5  13.9  17.7  8.9  11.4  16.5  17.7  5.1  49.4  22.8  15.2  6.3  7.6  

30～39 歳 82  25.6  28.0  28.0  19.5  13.4  12.2  18.3  18.3  12.2  47.6  29.3  22.0  6.1  6.1  

40～49 歳 131  16.0  26.7  26.7  25.2  13.0  16.8  16.0  11.5  5.3  40.5  14.5  10.7  9.2  9.9  

50～59 歳 133  6.8  20.3  23.3  23.3  11.3  7.5  8.3  15.8  5.3  40.6  17.3  16.5  6.8  15.0  

60 歳以上 92  8.7  21.7  16.3  17.4  8.7  10.9  9.8  16.3  9.8  43.5  19.6  9.8  4.3  19.6  
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【障がい種別】 

障がい種別でみると、他に比べ、身体・子どもで「まちなかでの人の視線や言動で」の割合が

高く、約７割となっています。また、身体（軽度）で「就職のとき」の割合が、精神障がいで「賃

金や待遇など仕事のうえで」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
校
で 

就
職
の
と
き 

賃
金
や
待
遇
な
ど
仕
事

の
う
え
で 

職
場
の
上
司
や
同
僚
の

態
度
で 

結
婚
や
交
際
の
と
き 

親
戚
づ
き
あ
い
で 

友
人
ど
う
し
の
会
話
の

中
で 

近
所
づ
き
あ
い
で 

地
域
の
行
事
で 

ま
ち
な
か
で
の
人
の
視

線
や
言
動
で 

店
で
の
扱
い
や
店
員
の

態
度
で 

公
共
機
関
の
窓
口
や
職

員
の
態
度
で 

そ
の
他 

無
回
答 

身体・子ども 31  22.6  9.7  3.2  － 6.5  9.7  3.2  22.6  12.9  71.0  22.6  3.2  9.7  3.2  

身体（重度） 125  8.0  17.6  19.2  14.4  7.2  8.8  8.8  11.2  7.2  44.8  18.4  13.6  7.2  15.2  

身体（軽度） 121  15.7  29.8  18.2  27.3  15.7  5.8  11.6  11.6  6.6  43.8  17.4  10.7  1.7  14.9  

知的・子ども 79  27.8  7.6  7.6  2.5  3.8  10.1  16.5  21.5  11.4  57.0  26.6  5.1  8.9  8.9  

知的・大人 128  25.8  11.7  18.0  14.8  2.3  13.3  11.7  19.5  11.7  59.4  29.7  14.8  2.3  9.4  

精神障がい 186  16.7  25.3  26.9  24.2  14.5  16.7  20.4  16.1  3.2  32.8  13.4  16.7  11.8  8.1  
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９ コミュニケーションについて 

問 35．令和２年４月１日に「生駒市手話言語の普及並びに障がいの特性に応じた多様な

コミュニケーション手段の理解及び利用の促進に関する条例」が施行されました

が、このことを知っていますか。（○は 1つだけ） 

「知らない」の割合が 90.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 36．コミュニケーションに支障を感じることがありますか。（○は 1つだけ） 

「ない」の割合が 45.5％と最も高く、次いで「時々ある」の割合が 29.6％、「ある」の割合

が 22.3％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

　 852
1.5

7.3 90.1 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 時々ある ない 無回答

回答者数 =

　 852 22.3 29.6 45.5 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 名前だけは知っている 知らない 無回答
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問 37．利用したことがあるコミュニケーション手段は何ですか。また、今後利用してみ

たいコミュニケーション手段は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

①利用したことがあるコミュニケーション手段 

「パソコン・スマートフォンなど」の割合が 36.6％と最も高く、次いで「ジェスチャー」の割

合が 12.6％、「筆談」の割合が 11.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 852

手話

筆談

要約筆記

点字

音訳

拡大鏡

絵図

写真

サイン

ジェスチャー

代用音声

意思伝達装置

パソコン・スマートフォンなど

その他

無回答

5.0

11.3

1.6

0.7

0.9

2.5

8.6

10.3

5.3

12.6

0.5

1.2

36.6

5.4

39.9

0 20 40 60 80 100
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【コミュニケーションの支障の有無別】 

コミュニケーションの支障の有無別でみると、他に比べ、支障がある人で「絵図」「写真」「サ

イン」「ジェスチャー」の割合が高くなっています。また、支障が時々ある、支障がない人で「パ

ソコン・スマートフォンなど」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

手
話 

筆
談 

要
約
筆
記 

点
字 

音
訳 

拡
大
鏡 

絵
図 

写
真 

サ
イ
ン 

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー 

代
用
音
声 

意
思
伝
達
装
置 

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど 

そ
の
他 

無
回
答 

ある 190  4.2  11.6  3.7  0.5  1.1  2.1  21.6  20.0  13.7  23.7  － 3.2  27.4  7.4  35.3  

時々ある 252  6.0  14.3  2.4  0.8  1.2  1.6  7.5  9.9  4.4  11.5  0.4  1.2  41.3  6.0  36.9  

ない 388  5.2  9.8  0.3  0.8  0.8  3.4  3.1  6.2  1.8  8.5  0.8  0.3  39.4  4.4  41.8  
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②今後利用してみたいコミュニケーション手段 

「パソコン・スマートフォンなど」の割合が 35.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 852

手話

筆談

要約筆記

点字

音訳

拡大鏡

絵図

写真

サイン

ジェスチャー

代用音声

意思伝達装置

パソコン・スマートフォンなど

その他

無回答

8.0

7.5

2.0

1.4

1.5

1.6

5.5

6.1

2.5

5.0

1.6

5.0

35.4

4.3

41.7

0 20 40 60 80 100
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【コミュニケーションの支障の有無別】 

コミュニケーションの支障の有無別でみると、他に比べ、支障がある人で「絵図」「ジェスチャ

ー」「意思伝達装置」の割合が高くなっています。また、支障が時々あるで「パソコン・スマート

フォンなど」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

手
話 

筆
談 

要
約
筆
記 

点
字 

音
訳 

拡
大
鏡 

絵
図 

写
真 

サ
イ
ン 

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー 

代
用
音
声 

意
思
伝
達
装
置 

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど 

そ
の
他 

無
回
答 

ある 190  7.4  9.5  2.6  1.6  2.1  0.5  13.2  9.5  5.8  11.1  3.2  13.2  32.6  3.7  37.4  

時々ある 252  6.7  8.3  4.4  1.6  1.6  1.2  6.7  6.3  2.4  4.0  － 4.0  40.5  4.0  37.7  

ない 388  9.5  6.4  0.3  1.3  1.3  2.6  1.3  4.6  1.0  3.1  2.1  1.8  34.8  5.2  44.1  

 

 

 

問 38．この条例に関して、ご意見があればご記入ください。 

【主な意見】 

 知らなかったので、障がい者に何かの方法で周知させてほしいです。 

 中学・小学校の授業で手話などを教えるのが良いと思う。 

 無料で手話を学べる講座を気軽に受講できれば良いと思う（申込不要で参加できる） 

 手話又は筆談などのコミ方法がすべての市民に認知され、普及することを切に願う。それには小

学校、中学校と義務教育において学ぶことを広めることが必要と思う。 

 条例の意味がわかりにくい。駅前などにわかりやすい表示や絵カード、ユニバーサルデザインの

普及がされたらと思う。 

 この条例がわからない。 

 健常者の認知率は如何なものでしょうか？障害者を保護する法令や条例等がいくつもあります

が、健常者が全く無知なため、これらが無効なものになっていると思います。 

 上記の手段でコミュニケーションをとれるのなら良いのですが、そこまで知識が及ばないので困

っている。 

 本人が理解できてない。 

 よくわからない。 

など 

  



132 

10 自由意見 

障がい福祉について、ご意見などをご自由にお書きください。 

アンケート調査票の自由記述欄において、合計272件の意見を寄せていただきました。 

【分類別の主な意見】 

１ 保健・医療サービス等の充実 

 病院やクリニック等の情報の充実（４） 

 市民病院の充実（２） 

 心身障害医療費受給資格の拡大（２） 

 消毒液の優先入手の希望 

 医療機器の必要な子どもを一人で預かってくれるような施設の充実  など 

２ 早期療育・保育・教育の充実 

 幼稚園、小学校などでの福祉の充実（３） 

 児童支援施設の受け入れ人数と時間の拡大 

 施設の充実 

 タブレット等、障害児でも分かりやすいツールの利用促進 など 

３ 情報アクセシビリティの向上及び意思疎通支援の充実 

 相談や情報支援体制の充実 

 市案内物の点字、音訳 

 要約筆記者の養成                    など 

４ 生活支援にかかるサービスの充実 

 生きいきクーポンへの感謝・苦情（30） 

 経済支援の拡充（19） 

 障がい者への情報サービスの充実（17） 

 資格証、認定証、受給者証などの一元化（２） 

 医療費補助制度の緩和（７） 

 親が亡くなったときの支援（３） 

 障がい福祉・障がい児通所サービスの拡充・充実（10） 

 サービスの国や他自治体との統一化（３） 

 行政手続きの簡素化（５） 

 グループホームの拡充・増設（10） 

 サービス、支援への感謝（17） 

 障がい者同士の交流の場の創設 

 聴覚障害者の働く場の拡充               など 
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５ 相談支援の充実 

 相談先の周知 

 相談員の人材育成について 

 専門家の設置 

 訪問回数の増加について 

 相談体制の充実                    など 

６ 生活環境の充実 

 道路、歩道のバリアフリー化（３） 

 駐車場での車いす優先の徹底化 

 駅のエレベーターの増設（２） 

 道路への歩道の設置（２） 

 多目的トイレの増設                   など 

７ 啓発・交流による障がい者理解 

 障がい者への差別や偏見解消のための啓発 

 関係機関同士の積極的な情報交換 

 職場でのサポート充実 

 障がいのある人が社会参加し自信を持って行動できる地域づくり 

 小学校低学年からの障がい者理解についての教育 

 健常者と障がい者との共存                  など 

８ 権利擁護に対する支援 

 成年後見制度についての情報と支援を希望（２）   

 職場でのいやがらせ                     など 

９ 社会参加への支援 

 スポーツ施設の設置と割引制度の拡充 

 障がい者の社会貢献への意欲（４）              など 

10 就労支援の充実 

 就労支援施設の充実（４） 

 仕事の安定化（２） 

 経済的（金銭的）な面での不安について（２） 

 障がい者雇用の拡大・障がい者の能力を活かした仕事の創出  など 
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Ⅲ 調査票 
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